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山形県連合小学校長会

県連小10年の歩み
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「県連小１０年」の記念碑に感謝

田　中　利　幸

山形県連合小学校会会長

　県連小事務局長の後藤一昭先生から、「自分が事務局長として関わった、山形県連合小学
校長会の１０年間の歩みを纏めてみたい」という相談を受けたのは、第５７回東北連小山形大会
が大成功裡に幕を閉じ大会集録の発刊も成り一段落した９月頃でした。
　後藤先生は現職時代の平成２０年から２年間、県連小副会長を務められ、ご退職と同時に事
務局長に就任されたのが、第６３回全連小山形大会開催を１年後に控えた平成２２年４月でした。
それから８年の間6名の会長が替わる中、県連小の屋台骨を下支えしてくださってきました。
　期せずして不肖私が校長を拝命したのが平成２０年４月ですので、この記念誌の歩みは私の
校長としての１０年間の歩みとも重なり、感慨無量のものがあります。三川町の押切小学校が
校長としての初任校で、次年度に田川大会を控えていたために、初任の校長にも関わらず最
上大会に参加させていただきました。当時はまだ会場も各地区持ち回りで大会を開催してお
り、新庄市民文化会館での全体会を思い出します。
　次の年は田川大会で車両係を仰せつかり、大雨の中、旗を片手に会場の庄内町響ホールの
駐車場で車を誘導し、全体会終了後は案内の看板を持って湯野浜温泉に向かう県道の辻に立
ちました。協力して大会を創り上げた一体感が田川地区校長会の結束を高め、私もその一員
に加えていただいた思いがしました。
　私にとって県連小が身近なものになったのは、全連小山形大会を間近に控えた平成２３年４
月に山形市立南山形小学校に赴任し、運営部の一員として大会運営に臨んだ時からです。そ
して、次の年の平成２４年度に県連小幹事を仰せつかったので、後藤事務局長と出会ってから
７年の長きに渡りお世話になりました。その間何度も、「県連小は平成９年から２１年間会費
の値上げをしないできた」ことを伺い、私達も引き継いでいかなければという思いで、毎年、
予算案を提案してきました。それは、会員数が減少する中、先輩方の英断で集金項目を見直
して集金額を抑えたり、組織改編や会議のスリム化によって会議費を削減したり、電子メー
ルの活用により通信費を抑えたりと、その都度、何とか支出を切り詰める努力を積み重ねて
きた結果でした。この事実の裏には、歴代会長をはじめとする先輩方の気概や、県連小を下
支えしてこられた歴代事務局長の手腕が息づいています。
　そして、私にとって一番の感謝は、やはり第５７回東北連小山形大会であり、後藤事務局長
と今年度事務局長補佐に就任いただいた大沼篤先生という盤石の２人体制で支えていただい
たことです。後藤事務局長は、第６３回全連小山形大会の他にも現職時代の平成１７年度に第４５
回東北連小山形大会に参加されており、組織の運営や業者との関わり、他県の校長会や事務
局との連携の仕方など、開催県が如何にして大会を創っていくかについて、豊富な経験をも
とにアドバイスをしてくださいました。
　県連小事務局長の立ち位置で纏めてくださった本誌『県連小１０年の歩み』が、県内小学校
教育を支えてきた県連小の変遷と、その中に確かに存在した校長の息づかいや繋がりの温も
りを留める記念碑となることを確信するとともに、編集いただいたご苦労に心から感謝申し
上げ挨拶といたします。
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平成
20年度
2008

研 究 協 議 会
県　大　会

最上大会
新庄市民文化会館

宮城県
秋保温泉 香　川

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
千葉榮一 322 53 41
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第48回東北連小宮城大会（仙台秋保温泉）
平成20年７月３日（木）～４日（金）
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平成
21年度
2009

研 究 協 議 会
県　大　会

田川大会
庄内町響ホール

福島県
郡山市 熊　本

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
千葉榮一 317 46 30
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第49回東北連小福島大会（郡山市）
平成21年７月９日～10日
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平成
22年度
2010

研 究 協 議 会
県　大　会

東置賜大会
高畠町「まほら」

岩手県
盛岡市 北海道

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
鈴木弘康 313 30 33
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第50回東北連小岩手大会（盛岡市）平成22年７月１日～２日
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平成
23年度
2011

研 究 協 議 会
県　大　会 東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
鈴木弘康 304 36 38

全連小山形大会
〈日本全国から3,000名の参加〉

（県体育館を全体会場、市内ホテルにて分科会）
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平成
24年度
2012

研 究 協 議 会
県　大　会

〈10分科会構成〉
北村山地区　担当

会場をビッグウィングに固定する

青森県
青森市 奈　良

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
江口照芳 293 34 50



平成24年５月31日� 第　133　号　（1）山 形 県 連 小 会 報

第　133　号
発行日　平成24年５月31日
発行者　山形県連合小学校長会
　　　　　　　江　口　照　芳
� 山形市木の実町12－37
� 県教育会館（大手門パルズ）

　今年度も新年度
早々、大きな事故
が発生してしまい
ました。まずは、
指導すべき管理職
自身が身をもって
範を示すことが大
事ですが、是非、
校内倫理委員会を
機能させると共に、
定期的な研修や
チェックシートの活用、そして同僚性の醸成など、そ
れぞれの学校で一丸となって取り組んでいきたいも
のです。
　今年度は「山形教育の日」の制定も進められるよ
うです。普及実践の山形、教育県山形の継承をとい
う相馬教育長さんの思いにも是非応えていきたいも
のです。
　また、今年度から研究協議会も１日開催になり、
いろんな意味で量から質への転換を図る年になるの
ではないかと思います。１年間どうぞよろしくお願
い致します。

⑴　新役員選出
⑵　新入会員の確認
⑶　本会理事、専門委員会の委員の
� 確認及び活動方針　　
⑷　平成24年度県連小行事計画
⑸　第66回（北村山地区担当）、第67回（米沢地区
担当）県連小研究協議会について

　※上山の学校数減少による分科会割り当てについ
ては、これから調査研究委員会で検討していく。

⑹　平成23年度県連小収支決算報告
　※領収書のあり方について検討していく。
⑺　平成24年度県連小活動方針について
⑻　平成24年度県連小収支予算について
　※県の会費1000円減を各地区の集金に反映させて

いただきたい。
⑼　県連小・全連小関係執筆依頼について
⑽　全連小奈良大会、東北連小青森大会の参加につ
いて

　今年度第１回目の理事会が４月26日（木）、県
教育会館で行われました。新年度の方針、組織、
運営について活発な協議がなされました。本号で
は、新会長、副会長のご挨拶と、新年度の組織を
中心にお知らせいたします。

　熱き情熱と識見豊かな鈴木
弘康会長のあとを引き継ぐに
は、あまりにも非力ですが、
精一杯務めさせていたただき
ますので、どうぞよろしくお
願い致します。
　私自身、全国大会に向けて
１番大変な３年間、現場を離

れていたことを大変残念に思いますし、また申し訳
なくも感じております。別の立場で応援させていた
だきましたが、多くの成果と共に、山形らしさを発
信できたと感じているところです。
　今年度、たくさんの課題はあるとか思いますが、
まずは全国大会での成果を実践に活かす、というこ
とが大事かと思います。「下山の思想」ではありま
せんが、じっくりと山を下りながらそれぞれの学校
経営を振り返り、改めて学校経営の方針、ビジョン
をしっかりと職員に示し、進むべき方向を明確にす
ることだと思います。
　また、積み上げてきました実践力、マネジメント
能力に磨きをかけていくためにも、さらに研鑽に励
みたいものです。
　２つめは、教職員の資質能力の向上です。資質は
持って生まれたもので難しいが、能力は高めること
ができると言われています。これが校長にとって１
番の大きな仕事ではないかと思います。学校経営の
基盤は何と言っても教員一人一人の指導力、担任力
の向上だと思います。そのためにも、中堅教員、ミ
ドルリーダーの力を借りながら、ＯＪＴによる研修
の活性化を図っていきたいものです。
　最後は、信用失墜行為の絶無です。ご案内のとお
り、一昨年来、不祥事が絶えない状況にあります。
そのため、教育・学校に対する信頼が大きく揺らい
でいるのでは、と危惧しているところです。

江口新会長のあいさつ

理事会での主な報告、議題
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山 形 県 連 小 会 報平成24年８月20日 （特　集　号）　　　　　　　　（1）

特　集　号
発行日　平成24年８月20日
発行者　山形県連合小学校長会
　　　　　　　江　口　照　芳
 山形市木の実町12－37
 県教育会館（大手門パルズ）

第66回 山形県連合小学校長会研究協議会開催される

大　会　日　程
（６月８日㈮　山形市　国際交流プラザ）

９：30　◇受　付
10：00　◇全体会
　　　　　⃝役員紹介
　　　　　　１　開会のあいさつ
 佐藤　淳一　実行委員長　
　　　　　　２　国歌・県民歌斉唱　　 （北村山地区）

　　　　　　３　会長あいさつ
 江口　照芳　会長　　　　
　　　　　　４　来賓あいさつ
 山形県教育委員会教育長　　　　　　
 　相馬周一郎　様　　　　　
　　　　　　５　来賓紹介
 飯野　恭伸　幹事長　　　
　　　　　　６　閉会のあいさつ
 板垣　正明　次回実行委員長
　　　　　⃝諸連絡 （米沢地区）
10：40　◇研　修
　　　　　講演：「心にひびくメロディーを求めて」
　　　　　講師：作曲・編曲家　若草　　恵　氏
12：10　◇昼　食　　各分科会会場で
13：10　◇分科会研究協議
16：00　◇閉　会

（4） 　 （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

言いましたら、父は若い時は県庁に勤めていて父
の家系が政治的な家系だったので、県庁に勤めて
将来はそういうふうになるんだというふうにお爺
ちゃんが思っていたのを裏切って途中で音楽をや
り始めたらしいんですね。それで県庁を勝手に辞
め勘当されちゃったんですよ。作曲では当時はほ
とんど食べられません。母と結婚した頃は極貧生
活に近かったです。それなので僕が「作曲をやり
たい。」と言ったら、「作曲では飯が食えない。絶
対反対だ」と、ずっと父に反対され続けました。
でも、どうしても自分はやりたいという思いは
あって、父に隠れていろんな音楽を聴いたり、い
ろんな曲を作ったりしてました。
　中学になった時ブラスバンド部に入りました
ら、最初はパーカッションをやらせられたんです
ね。どうもパーカッションは自分が求めているも
のじゃないなと。そこそこ２カ月くらいで辞めて
しまってですね、また悶々としてたら、父が、ど
うしても音楽をやりたいならフルートを買ってあ
げようみたいな話があってフルートを買ってくれ
たんです。それを自分で吹いているうちに、これ
すごく面白いなとっても素敵な楽器だなと思って、
じゃあこれを持ってもう一度ブラスバンド部に入
ろうと思ってブラスバンド部に入りまして、その
まま高校３年までずっとブラスバンド部でフルー
トをしていました。
　ただその間、ずっと音楽の勉強をして音楽大学
に入って一生の勉強として仕事としてやっていき
たいという思いがありました。でも、父はどうし
ても許してくれなかったんですね。音楽大学に入
るには、小さい頃からピアノをきちっとやってそ
れなりの和声なり、ソルフェージュなり、聴音な

　皆さんこんにちは。若草でございます。私の父
は斉藤久と言いまして、県内で作曲をやってまし
た。
　私は、真室川町という秋田との県境で生まれま
した。昭和24年生まれです。ちょうど私が生まれ
た頃は戦後ですので本当にカバンも無く、学校に
行くのにも風呂敷包みで持って行ったような記憶
があります。
　真室川町には、小学３年までいまして小学４年
から父の仕事の関係で山形市に移りまして、高校
卒業まで山形市におりました。私がどうして音楽
を今仕事としているのかというのも、生まれた時
からの環境が関係ありますのでその辺をお話させ
ていただければと思います。
　父が作曲をやっていましたので、私は生まれた
時から音楽を聴いてたんですね。それが父はた
ぶん童謡とか歌謡曲とかを作曲してましたので、
ごっちゃ交ぜにいろんな音楽を聞いて育ちました。
ですので、物心ついた時から自分は将来音楽をや
りたいなという漠然とした思いがあったんでしょ
うね。自分の頭の中でメロディーが鳴っていたり
する時が度々ありまして、できれば音楽を一生の
仕事としたいなと思ったのが小学４年の頃だと
思います。未だに覚えているんですが、「将来何
になりたいですか。」と聞かれ、女性だったらス
チュワーデスとか、男性だったら総理大臣とか博
士とか皆さんがそういうふうに言っている中で一
人だけ「作曲家になりたいです。」と言ったら皆
が何で作曲家なんだみたいな顔をしたという思い
出があります。
　その時も本当に時々頭の中に童謡のようなもの
が浮かんで、なんとか勉強したいなと思って父に

演題

「心にひびく
 メロディーを求めて」

 講師　若　草　　　恵　氏　

講　　　演
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平成
25年度
2013

研 究 協 議 会
県　大　会

飽海地区　担当 秋田県
秋田市 三　重

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
飯野恭伸 276 38 29



平成25年５月31日 第　136　号　（1）山 形 県 連 小 会 報

第　136　号
発行日　平成25年５月31日
発行者　山形県連合小学校長会
　　　　　　　飯　野　恭　伸
 山形市木の実町12－37
 県教育会館（大手門パルズ）

　江口前会長には高い識見と
豊かな発想のもと、県連小活
動を力強くリードしていただ
きました。後任として精一杯
務めさせていただきます。
　小学校長会は全国、東北、
各都道府県すべて連合組織で
す。山形県連合小学校長会も

１１の地区校長会の連合体です。地区の歴史や文化、
児童の実態、教育風土といった特色、独自性をふま
えた各地区校長会の主体性を十分尊重していくこと
が大前提です。同時に、山形県の子どもたちの望ま
しい成長を助け支えていくためには、確固たる理念
のもとに、共に教育力を高めていこうとする連携と
協力に基づいた固く強い組織力が極めて大切です。
　県内の小学校数はピークの昭和２₈年の₅₆₈校から、
今年度は半分以下の２₇₆校となりました。
　会員数が激減している状況にあっても、わたした
ち校長会はその使命と責任を自覚し、これまで積み
上げてきた多くの成果と果たしてきた役割を継承し
発展させていくことが責務であると考えます。
　今年度の県連小の組織上の課題を3点。
　１つは、わたしたち校長の最大の研修の場である
研究協議会の更なる充実と今後の副主題についての
方向付けです。
　今年度は米沢地区校長会のみなさんの担当により
一人一人の会員にとって充実した研修となるよう、
調査研究委員会との連携を図りながら運営を進めて

いただくよう期待とお願いを申しあげます。
　また、今年度開催される全連小三重大会から新た
な主題のもと研究協議が進められます。今年度中に
は新たな副主題についての検討を始め、方向付けを
していく必要があります。
　２つは、各専門委員会活動の一層の充実です。
  対策委員会は、教育諸条件の整備が少しでも推進
されるよう実りある活動が期待されます。　
　調査研究委員会は、最大の研修の場である研究協
議会運営の主体です。一日開催となり研修時間は短
くなっても、中身の濃い質的な充実をめざす研究協
議の場であって欲しいと願っています。
　また、学校経営研究委員会は新しい研究テーマの
もと、２年次計画の大事なスタートの年となります。
　各委員会活動が無理なく、実効あるものとなるよ
う重点化と焦点化を図りながら進めていくことが大
事です。そのためにも、各地区の研修活動の一層の
充実と積極的な情報提供による連携を一層図ってい
くことを期待します。
　3つは、県連小会員の急激な減少に伴う組織体制
と運営の見直しです。近い将来、現状のままの体制
と活動内容を維持していくことが困難な時がやって
きます。今の内から問題点を明らかにし、将来を見
すえた改善の方策を検討していくことが必要です。
　県連小活動が次代を担う子どもたちの育成に資す
るものとなるよう、変化に対応しながら、確実に、そ
して着実にその歩みを前に進めることが肝要です。
県内１１の地区が方向性を一にして取り組みを進めて
いきたいと考えま
す。
  あらためて、会
員の皆さまのご協
力とご支援をお願
いして挨拶といた
します。

学び合う　高め合う　支え合う校長会に
県連小　第１回理事会報告

　今年度第１回目の理事会が４月26日大手門パ
ルズで開催されました。飯野恭伸新会長はじめ、
荒澤、塩野、沼澤、平田、矢口の５氏が新副会長に選
出され、今年度の体制が整いました。本号では新
任者挨拶、理事研修会、及び教育委員会の講話等
についてお伝えします。

飯野新会長のあいさつ－
36－
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特　集　号
発行日　平成25年８月20日
発行者　山形県連合小学校長会
 飯　野　恭　伸
 山形市木の実町12－37
 県教育会館（大手門パルズ）

第67回 山形県連合小学校長会研究協議会開催される

大　会　日　程
（６月21日㈮　山形市　国際交流プラザ）

９：30　◇受　付
10：00　◇全体会
　　　　　⃝役員紹介
　　　　　　１　開会のあいさつ
 山口　和夫　実行委員長
　　　　　　２　国歌・県民歌斉唱
　　　　　　３　会長あいさつ
 飯野　恭伸　会長　　　
　　　　　　４　来賓あいさつ
　　　　　　　　山形県教育委員会教育長
 菅野　　滋　様　　　　
　　　　　　５　来賓紹介 豊島　孝宏　幹事長　　
　　　　　　６　大会宣言 大沼　　智　調査研究委員長
　　　　　　７　閉会のあいさつ
 本間　茂希　次期実行委員長
　　　　　⃝諸連絡
10：30　（休　息）
10：40　◇研　修
　　　　　講演『日本の太陽系探査』
 ～「さきがけ」から「はやぶさ」まで～
　　　　　講師　上杉　邦憲　氏
12：10　◇昼食・休憩
13：10　◇分科会
15：50　◇閉　会

（4） 　 （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

す。光速は電波の速度と同じですから、地球から遠
い所へ、例えば太陽まで電波を送ろうとするとそれ
だけで５００秒掛かるということを意味します。それ
から、よく出てきますのが地球の半径。だいたいこ
れが６３７８キロという値で、こんな数字がよく使われ
ます。
　次にその太陽系をどうして探査するのということ
がよく質問で出ます。太陽系というのはどうやって
出来たのだろうか、それから、いつ生まれて、どう
変わってきたのだろうか、そして地球はどうやって
生まれたのか、地球の上にしか生命は無いのだろう
か、そんなことを調べるために太陽系を調べていき
たいなということになるわけです。
　先ほどの絵にも出てきましたけれども、小惑星、
太陽系の中には惑星とは別に、よくご承知のように
火星と木星の間には小惑星と呼ばれる小さな星がた
くさんあります。これとは別に他の所にも小惑星が
たくさん回っています。一番多いのはこの火星と木
星の間にありますが、これより内側に地球の側まで
飛んでくる小惑星もあります。実は、これが地球に
ぶつかるのではないかというのが時々話題になった
りしますけれども、太陽系の子ども達の中にはそう
いう小惑星があるわけです。ではどうして太陽系の
中で小惑星を探査するのでしょうか？
　太陽系は４６億年前に生まれたと言われていますが、
実はこの小惑星というのは大きな惑星になりきれず
に小さなままで飛んでいるというもので、出来た時
の状態を維持していることから、太陽系の化石とも
いわれています。そうなりますと地球上でいろんな
昔のことを調べるのに化石を調べるのと同じ意味で、
太陽系の化石といわれる小惑星を調べることによっ
て、どうやって太陽系や地球が生まれたかが分かっ
てくるということで小惑星を探査したいというわけ

　お早うございます。ご紹介ありがとうございまし
た。上杉でございます。今日は「日本の太陽系探査」
という題名でお話をしたいと思います。
　最初に、皆様も太陽系のことはよくご承知だと思
いますが、今日のお話のなかでは、例えば小学校で
子どもさん達に教える時に、小学生のお子さん達か
ら質問を受ける場合のことを念頭に置きながら、こ
んなことがヒントになるかなと思うようなことも含
めて、お話をしたいと思います。
　太陽系という話をすると必ず幾つ惑星があるかと
いうのが出てきます。ご承知のように「水・金・地・
火・木・土・天・海」までですね。昔は、冥王星が
入っていたのが、７年前に惑星のランクから落とさ
れたということがありました。もう一つよく覚えて
おくと役に立つのが、いくつかの数字です。太陽と
地球の距離、これを１天文単位（１ＡＵ）と言いま
すが、約１億５０００万キロです。面白いのは、地球が
どれ位の速さで太陽の周りを回っているかというこ
とで、これなかなか言われないと気が付かない。実
に１秒間に３０キロというものすごいスピードで太陽
の周りを飛んでいるんですね。この地方で言います
と、山形から村山あたりまで大体３０キロだと思うん
ですが、１秒でそれぐらい地球が動いていることに
なります。もう一つ大事な単位として光の速さ、こ
れが意外に遅いといえば遅いですね。光の速さとい
うとちょっと考えると無限みたいに思ってしまうん
ですが、もちろん有限で、秒速３０万キロです。です
からちょうど地球の公転速度のたった１万倍でしか
ない。ということで太陽から地球へ光が届くのに、
この１億５０００万を割りますと５００秒掛かる。ですか
ら、私達が今見ている太陽の光というのは、５００秒前、
約８分半くらい前の光を見ているということになり
ます。このことは後の話で実は大事な数字になりま

演題

「日本の太陽系探査
　　～「さきがけ」から
 「はやぶさ」まで～」

 講師　上　杉　邦　憲　氏　

講　　　演

－
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平成
26年度
2014

研 究 協 議 会
県　大　会

米沢地区　担当 宮城県
白　石 埼　玉

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
荒澤賢雄 266 27 46
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第　139　号
発行日　平成26年５月31日
発行者　山形県連合小学校長会
　　　　　　　荒　澤　賢　雄
 山形市木の実町12－37
 県教育会館（大手門パルズ）

　識見豊かな、飯野恭伸前会
長には、県連小の進むべき
方向性をお示しいただきなが
ら、力強く私達をリードして
いただきました。後任者とし
て、精一杯努めてまいります。
よろしくお願いいたします。
　山形県内のすべての小学校、

県内１１地区に組織されている各地区校長会の連合体
として存在しているのが山形県連合小学校長会です。
山形県の小学校教育の振興と、県内のすべての児童
が心豊かにたくましく成長するために、各学校、各
地区校長会と緊密な連携と協力体制を構築しながら、
県連小として一つにまとまり、取り組みを充実させ
てまいりたいと存じます。特に、現在、教育内容と
教育に関わる環境の改革が早急に実施されようとし
ています。今こそ、県連小としての組織力を十分に
発揮しなければならない時であると捉えているとこ
ろです。諸課題に対する共通理解を図り、進むべき
方向性を定め、共に手を取り合って課題解決に努め
たいものです。
　今年度の県連小の課題を３点申し上げます。
　課題の第１点目は、県連小の組織と活動内容の見
直しについてです。今年度は、昨年度の第３回理事
会でご承認いただきましたように、専門委員会の組
織と活動内容を抜本的に整理・統合していきたいと
考えております。現在、いじめの問題や体罰問題、
インターネットに起因する問題など生徒指導上の喫

緊の課題への対応が迫られています。また、山形県
の第６次教育振興計画を見据えた研修活動の充実と
いう新たな側面も大事にしなければならない時期に
入ってまいりました。このような観点を踏まえ、県
連小の組織力の強化を目指して、専門委員会の組織
と活動内容を再構築していきたいと考えています。
　課題の２点目は、平成₂₉年度に予定されておりま
す東北連小山形大会へ向けた準備についてです。準
備委員会で大会の大枠についてご検討いただいた後、
本年度秋には、山形市小学校長会の校長先生方を中
心にした実行委員会へ移行し、具体的な準備を進め
てまいりたいと存じます。全連小山形大会を大成功
に導いたという自信と誇り、そして、その時の計画・
運営の貴重な経験等をフル活用し、準備を進めてま
いりたいと思います。
　課題の第３点目は、もうすでに足下にまで来てい
る国の教育改革への対応についてです。早急な教育
改革に対して、私達も、教育現場の実情や現場目線
での要望を適時に発信していくことが求められます。
昨年度、全国学力・学習状況調査の結果公表につい
ての意見書を全連小と県連小会長連名で県教委に提
出しました。今年度も、行政機関や関係機関に提言
すべき時は、適時に提言していきたいと考えていま
す。その際は、各地区校長会へ意見の聴取をさせて
いただきますので、よろしくお願いいたします。
　課題解決のためには、県連小という組織の凝集性
を高めていくことが第一に求められます。改めまし
て、各地区校長会と会員の校長先生方のご理解とご
協力をお願い申し上げ、挨拶といたします。

共に支え合い 組織力を発揮する校長会に
県連小　第１回理事会報告

　今年度第１回目の理事会が４月2₅日大手門パル
ズで開催され、新年度の方針、組織、運営につい
て活発な協議がなされました。本号では、新任者
挨拶、理事研修会の内容、教育委員会の講話等に
ついてお伝えします。

荒澤新会長のあいさつ－
42－
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特　集　号
発行日　平成26年８月20日
発行者　山形県連合小学校長会
� 荒　澤　賢　雄
� 山形市木の実町12－37
� 県教育会館（大手門パルズ）

第68回 山形県連合小学校長会研究協議会開催される

大　会　日　程
（６月１３日㈮　山形市　国際交流プラザ）

９：30　◇受　付
10：00　◇全体会
　　　　　⃝役員紹介
　　　　　　１　開会のあいさつ
� 池田　公夫　実行委員長
　　　　　　２　国歌・県民歌斉唱
　　　　　　３　会長あいさつ
� 荒澤　賢雄　会長　　　
　　　　　　４　来賓あいさつ
　　　　　　　　山形県教育委員会教育長
� 菅野　　滋　様　　　　
　　　　　　５　来賓紹介� 髙木　祐治　幹事長　　
　　　　　　６　大会宣言� 大沼　　智　調査研究委員長
　　　　　　７　閉会のあいさつ
� 板坂　憲助　次期実行委員長
　　　　　⃝諸連絡
10：40　（休　息）
11：00　◇研修Ⅰ
　　　　　講演『いま、日本を読む』
　　　　　講師　佐高　　信　氏
12：25　◇昼食・休憩
13：30　◇研修Ⅱ
　　　　　分科会協議
16：00　◇閉　会

（4）�　� （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

うなかで“本棚”というのは単なる“本棚”ではな
くなっていく。
　そしてまた、その佐藤善一という先生と本との関
係も見えてくる。最初、先生が持っている本のほと
んどを読んでいなかった時には見えなかったものが
見えてくるということですよね。そうすると、眼鏡
を掛けているようなもので、それなりの自分なりの
見方の眼鏡というのは、そしてまた段々と合わなく
なっていけばそれも変えなければならない。だから
物事が見えるとか見えないということは、自分なり
の視力というものと関わって違って見えてくるんだ
なということを、その本棚の風景というものが物事
の見える・見えないということと関わって思い出さ
れてくるわけです。
　私の友達でアメリカの大学に留学した男がいまし
て、その子ども達が向こうの学校に入るわけです
ね。日本の学校とちょっと違うんだなと思ったのは、
「今日学校で作文を書かされた。」と、子ども達が
帰ってきて父親に言ったというんですね。作文の題
は「I’m�different」という「私は他の人とここが違
います」というのを書けと言われたと。例えば、髪
の毛の色が違うとか、瞳の色が違うとか、いろんな
違いがある。あるいは性格が違うとか、いろんな違
いがありますけれども、ともかく「I’m�different」
他の人とここが違うということを書けと言われた。
それを聞いた時に私は、日本の学校だけでなくて日
本の社会といってもいいと思いますけれども、「I’m�
different」という方向ではなくて、どちらかという
と「different」を消す方向で教育がなされてきたの
ではないかと。他の人と違わないようにというのが
よく出てくる言葉ですよね。他の人と違わないよう

　佐高でございます。ご紹介いただきましたように
酒田の生まれで、山形以外で講演する時には「酒田
の佐高です。」とか、訳の分からない紹介で始める
んですけれども。今日は校長会ということですね。
私のような人間を育てた方が良いのか悪いのか、そ
のへんの基本的な問題もあるかと思いますが。
　私が酒田東高時代に、佐藤善一先生という忘れら
れない恩師に巡り合いました。鶴岡南高の校長から
酒田の教育委員長もやられた先生で、もうお亡くな
りになりましたけれども。その先生の所に、大学時
代とかしょっちゅう出入りしていたんです。その先
生のことを思う時にいつも、物事が見えるという
ことはどういうことなのかということを考えました。
どういうことかといいますと、大学に入って帰って
来ると先生の家に行くわけです。正に座っている後
ろが全部本棚みたいな感じの先生だったんです。そ
うすると、最初は「たくさん本があるな。」、「すご
い量だな。」と“量”しか見えないんですよね。と
ころが、自分がいろいろと本を読んでいく間に、た
だ“量”としてしか見えていなかった本棚の本が、
自分が読んだ本なら「あっ、この本があるのか。」と、
つまり、“本”という一群の中にその一冊が違って
見えてくる。一冊が取り出されるわけですよね。そ
して、その本の隣にある本、先生がこの本の隣にこ
の本を置いているのかと。自分がいろんな本を読ん
でいくうちに、その本の見え方というのが違ってく
るわけですね。「単なる本棚」、「ざっと本が並んで
いる」ということだったのが、そうではなくて本当
に本が立体的に浮き上がってくるというか、自分な
りにある本を読んで、もちろんその先生の話の中に
もいろんな本が出てくるわけですけれども、そうい

演題

「いま、日本を読む」

� 講師　佐　高　　　信　氏　

講　　　演
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平成
27年度
2015

研 究 協 議 会
県　大　会

西村山地区　担当 福島県
会津若松 山　口

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
高木祐治 260 43 50
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第　142　号
発行日　平成27年５月31日
発行者　山形県連合小学校長会
　　　　　　　髙　木　祐　治
� 山形市木の実町12－37
� 県教育会館（大手門パルズ）

組織改革から実行に移す年
　今年度第1回目の理事会が4月24日（金）、
大手門パルズで開催されました。新年度の方
針、組織、運営について活発な協議がなされ
ました。本号では、新会長、新副会長のご挨
拶、理事研修会の内容、県教育委員会の講話
等についてお知らせいたします。

髙木祐治新会長あいさつ
　重責ではありますが、県連
小の会員の一人として、役割
分担の一つを受け持つ気持ち
で精一杯努めてまいりますの
で、どうぞよろしくお願いい
たします。
　「山形県連合小学校長会」

は、山形県内全て260人の小学校校長、また、県
内11地区に組織されている地区校長会の連合体と
して存在しております。会員である一人一人の校
長が、その職責をよりよく果たせるようにするこ
とを目的とした組織であり、自らの意志で研鑽を
積むために集い、力を合わせていくことが、各学
校経営の充実と県の小学校教育の振興につながる
ものと思います。諸課題に対する共通理解を図り、
進むべき方向性を定め、協力し合いながら課題解
決に努めたいものです。
　今年度の県連小の課題を３点申し上げます。
　1点目は、組織改革の実行の年であることです。
昨年度より県連小として重視すべき点を確認し、
組織改革を進めてまいりました。確認した点は、
小中連携して教育諸条件の整備推進に向う対策活
動の継続。全連小・東北連小と結びつき、校長の
研修の機会となる県連小研究協議会の充実。そし
て、生徒指導上の課題に、小中連携した組織的な
対応を行うことです。そこで、今年度は、新たに
「対策委員会」「研修委員会」「生徒指導委員会」

の３専門委員会としました。また、学校経営上の
喫緊の課題について理事会で検討し、内容に応じ
ていずれか1つの専門委員会に調査研究とまとめ
を依頼し、その結果を受け、県連小内と関係諸機
関に提言として発信することを確認しました。
　２点目は、平成29年度に予定されている東北連
合小学校長会研究協議会山形大会へ向けた準備に
ついてです。昨年度4月に準備委員会を立ち上げ、
10月に実行委員会を開催し、山形・上山・東村山
地区を主管地区として、準備が進んでおります。
1月には第1回事務局会を開催し、各担当の部局
で具体的に準備が始まりました。開催まで後２年
となりますので、主管地区を中心とした運営面の
準備はもとより、各地区でも研究発表への準備等、
よろしくお願いいたします。また、本年度中に平
成30年度からの県連小研究協議会の方向性を定め
ていきたいと考えております。
　３点目は、県費負担教職員の人事評価について
です。地方公務員法の改正により「能力評価」、「業
績評価」の両面から評価し、処遇への反映が28年
度より始まります。今後、評価方法についての理
解と共に、その在り方について注視していく必要
があると思います。また、処遇にどのように反映
するかは、多方面から意見をいただいてという方
向のようですので、各地区校長会の意見をいただ
きながら、機会ある毎に県連小としての意見を伝
えていきたいと思います。
　課題解決に向
けて、各地区校
長会と会員の校
長先生方のご理
解とご協力を改
めてお願い申し
上げ、挨拶とい
たします。

県連小　第１回理事会報告
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特　集　号
発行日　平成27年８月28日
発行者　山形県連合小学校長会
� 髙　木　祐　治
� 山形市木の実町12－37
� 県教育会館（大手門パルズ）

第6９回 山形県連合小学校長会研究協議会開催される

大　会　日　程
（６月１２日㈮　山形市　国際交流プラザ）

９：30　◇受　付
10：00　◇全体会
　　　　　⃝役員紹介
　　　　　　１　開会のあいさつ
� 菊地　宏哉　実行委員長
　　　　　　２　国歌・県民歌斉唱
　　　　　　３　会長あいさつ
� 髙木　祐治　会長　　　
　　　　　　４　来賓あいさつ
　　　　　　　　山形県教育委員会教育長
� 菅野　　滋　様　　　　
　　　　　　５　来賓紹介
� 田中　利幸　幹事長　　
　　　　　　６　大会宣言
� 齋藤　昭憲　研修委員長
　　　　　　７　閉会のあいさつ
� 鈴木　雄次　次期実行委員長
　　　　　⃝諸連絡
10：40　（休　息）
10：55　◇研修Ⅰ
　　　　　講演『人間性豊かな社会を築く
� オペラ的な生き方』
　　　　　講師　熊谷　眞一　氏（大江町出身）
12：15　◇昼食・休憩
13：20　◇研修Ⅱ
　　　　　分科会協議
16：00　◇閉　会

（4）�　� （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

演題

「人間性豊かな社会を築く
　オペラ的な生き方」

� 講師　熊　谷　眞　一　氏　

��演題を「人間性豊かな社会を築く　オペラ的な生
き方」としました。何か皆さんの心に触れる話がで
きればと思っております。
　これまでの日本。つまり先の戦争が終わってから
の７０年というのは高度経済成長、所謂「坂の上の
雲」を目指して進んできたわけです。その時は高収
入に裏打ちされた地位や名誉を目指して、もっと教
育に照らせばそれを達成する、より高い偏差値を目
標に効率的に覚えることが良いとされてきたようで
す。その流れは今以て基本的には変わってはいない
わけです。
　人間の記憶は、パソコンには敵わない。そんなこ
とは解りきっているにも拘わらず、相変わらずテス
トのための覚える教育に終始しているというのが残
念ながら現状ではないかと思います。
　しかし、おおよそ２０年前に坂の上に立ったところ
が、その雲は白い雲ではなく黒い雨雲で、しかも一
面霧の中。視界はゼロに等しいという状況に今ある
わけです。ですから、その反対側にあるこれからの
日本がどこを目指していくかと考えた時に、願わく
ば成熟社会に向かって周りの景色を見渡しながら、
鳥の声を聞き、風のそよぎを感じ、草原に目を休ま
せゆっくりと下って行く為の方法を今急いで学ばな
ければいけないという局面にあることは疑いの余地
もありません。

　しかし、そうしたことは教科書にもマニュアルに
もないんですね。今日では課題は自分で見つけるも
の、そこからスタートするわけです。生徒自らがそ
の課題を自分の頭で考えていろんな人の意見を聞き、
取り込んだ多くの情報をその人なりの知恵に置き換

えて、自分がすべきことを見つけ、それをやってい
くという時代が正に今であります。これまで誰も体
験したことのない時代にあって、私は何と言っても
一番大事なのは、小学校の教育ではないかと思いま
す。私たちの孫、子ども達にこれからの日本を委ね
るしかないわけです。しかし、残された時間の中で
その責任を果たすことが非常に難しいなとしみじみ
と感じています。少なくとも彼等を戦場に送ること
だけは絶対にやりたくないと思うわけです。私は井
上ひさしという方の弟子の一人です。やはり、今の
日本の状況を見るにつけ心配で仕方ありません。私
は、いろんな先生方の教えをいただきました。高校
時代に鈴木重雄先生という方が担任で、その先生は
「君達、大事なものが２つあるよ。一つは邪悪に対
する心の清さ、もう一つは正義に対する判断力。」
この２つの標語によって私はある種人間を創ってき
たと思えるのです。

��私は典型的な塩梅の世界、アナログの世界に生き
ています。例えば料理の世界は幾つかの素材の組合
せなんです。一つの食材だけで食べたのではそれほ
どのものでない。ところがそこに補助線を引くんで
す。その補助線でもって料理というものは誕生する
わけです。国の政治もある意味では教育も料理の一
つで、この補助線を引くという作業は実は教わって
いないのです。私達が教わったのは分析するという
ことで、それぞれに補助線を引くという方法は誰も
教えてくれなかった。つまり、こういう多様性とい
うか、これが教育の中では非常に大事なんですが、
私達が小学生の頃より今の小学生の方が多様性がな
いように思えて仕方ありません。私達の時には、年

講　　　演
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平成
28年度
2016

研 究 協 議 会
県　大　会

西置賜地区　担当 岩手県
盛岡市 高　知

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
田中利幸 254 48 45



平成28年５月31日� 第　145　号　（1）山 形 県 連 小 会 報

第　145　号
発行日　平成28年５月31日
発行者　山形県連合小学校長会
　　　　　　　田　中　利　幸
� 山形市木の実町12－37
� 県教育会館（大手門パルズ）

共に学び合い 経営力を高める校長会に
　今年度第1回目の理事会が4月22日（金）、
大手門パルズで開催されました。新年度の方
針、組織、運営について活発な協議がなされ
ました。本号では、新会長、新副会長のご挨
拶、理事研修会の内容、県教育委員会からの
御指導等についてお知らせいたします。

田中利幸新会長あいさつ
　髙木祐治前会長には、会員
数の減少を受け、多忙化の軽
減と予算確保を視野に、会議
のスリム化など運用面の見直
しを行っていただきました。
後任者として役割の重さを十
分認識し、精一杯努めますの

で、よろしくお願いいたします。
　山形県連合小学校長会は、山形県内各市町村、ま
た県内11地区に組織されている各地区校長会の連
合体として存在しており、それぞれに伝統や文化、
受け継いでおられる考え方があります。会員の減
少が進む中、その違いをよさとして考えを出し合
い、力を合わせていくことが、各学校経営の充実と
県の小学校教育の振興につながるものと考えます。
　昨年12月、中教審は「これからの学校教育を担
う教員の資質能力の向上について」と題する答申
を提出し、「教員は学校で育つ」との考えの下、「学
び続ける教員像」を掲げています。学習指導要領
の改訂など新たな教育課題に対応してのリーダー
シップやマネジメント力を磨くためには、私たち
校長も学び続けなければなりません。自らの意志
で研鑽を積むために集い、情報交換を通して進む
べき方向性を探る。「校長は県連小で育つ」と言
えるよう、学び続ける校長を支える県連小であり
たいと考えています。そこで、今年度の県連小の
課題を３点申し上げます。

　１点目は、専門委員会を中核とした活動の充実
です。「喫緊の課題への組織的な対応力」と「発
信する県連小」を目指しての組織改編を受け、対
策、研修、生徒指導という新たな枠組みでスター
トしました。新しい方針での調査研究の委託を受
け、生徒指導委員会が行ってくださったネット接
続機器使用についての提言をどう浸透していくか
など、取り組むべきことを取捨選択し、それぞれ
の専門委員会活動の充実を図ることが、課題であ
ると考えます。
　２点目は、来年度開催する第57回東北連小研究
協議会山形大会に向けた準備です。２年前に県実
行委員会を立ち上げ、山形地区、上山地区、東村
山地区を主管地区として準備を進めてきました。
昨年度は、担当各地区の代表者から成る事務局会
を６回開催し、年度途中からより小回りの利く組
織として正副部長会を立ち上げました。特に天童
地区の校長先生方はじめ研究部の方々が、各分科
会の趣旨文を何度も見直し充実したものにしてく
ださいました。いよいよ、開催まであと１年とな
りましたので、運営面の準備はもとより、各地区
におかれまして、各分科会での研究発表への準備
も、よろしくお願いいたします。
　３点目は、第70回県連小研究協議会の充実です。
今年度は、西置賜地区が主管くださり、16名とい
う少ない会員数で準備を進めてくださっています。
学び続ける機会の大切さを認識し研修を深めるこ
とが、担当くださっている地区の方々の労苦に報
いる、最大の成果だと考えます。
　課題解決に向け県連小という組織の凝集性を高
められるよう、各地区
校長会と会員の校長先
生方のご理解とご協力
をお願い申し上げ、挨
拶といたします。

県連小　第１回理事会報告
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特　集　号
発行日　平成28年８月28日
発行者　山形県連合小学校長会
� 田　中　利　幸
� 山形市木の実町12－37
� 県教育会館（大手門パルズ）

第７０回 山形県連合小学校長会研究協議会開催される

大　会　日　程
（６月１０日㈮　山形市　国際交流プラザ）

９：30　◇受　付
10：00　◇全体会
　　　　　⃝役員紹介
　　　　　　１　開会のあいさつ
� 遠藤　倫夫　実行委員長
　　　　　　２　国歌・県民歌斉唱
　　　　　　３　会長あいさつ
� 田中　利幸　会長　　　
　　　　　　４　来賓あいさつ
　　　　　　　　山形県教育委員会教育長
� 葊瀬　　渉　様　　　　
　　　　　　５　来賓紹介
� 髙橋　　禎　幹事長　　
　　　　　　６　大会宣言
� 村上　宏幸　研修委員長
　　　　　　７　閉会のあいさつ
� 黒木　佳昭　H29年度実行委員長
� 高野　　博　H30年度実行委員長
　　　　　⃝諸連絡
10：40　（休　息）
10：55　◇研修Ⅰ
　　　　　講演『目は世界に　心はふるさと
� ―次の世代に何を伝えるか』
　　　　　講師　田勢　康弘　氏（ジャーナリスト）
12：30　◇昼食・休憩
13：30　◇研修Ⅱ
　　　　　分科会
16：00　◇閉　会

（4）�　� （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

「目を世界に 心はふるさと ― 次の世代に何を伝えるか」

　プロフィール
　1944年中国黒龍江省黒河で生まれる。西置賜郡白鷹町出身。
　中学１年の３学期、父親の死にともない青森県から父母の出身
地白鷹町へ移り、荒砥中学校（当時）に３か月在籍。以来、ずっ
と白鷹町出身と称している。
　早稲田大学政治経済学部政治学科卒。日本経済新聞社で42年間、
政治担当の記者、編集委員、論説委員、コラムニストをつとめる。
　途中、ワシントン支局長。2006年から４年間、早稲田大学教授。
それ以前に東大講師、米国ハーバード大学上席研究員。2008年か
ら８年間ＴＶ東京系列で報道番組「田勢康弘の週刊ニュース新
書」キャスター。
　現在、ジャーナリスト、田勢康弘事務所代表、一般社団法人
「心を伝える歌の木を植えよう会」代表、「日中ジャーナリスト
会議」日本側�座長。
　代表的著書に「政治ジャーナリズムの罪と罰」、「島倉千代子と
いう人生」（ともに新潮社）、「総理の演説」（バジリコ社）等。

講師：ジャーナリスト　田　勢　康　弘　氏

演題
「目を世界に 心はふるさと 
　　　　 ― 次の世代に何を伝えるか」

講　　　演
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（16）�　� （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

第８分科会 第９分科会 第１０分科会

第５分科会 第６分科会 第７分科会

第１分科会

第３分科会 第４分科会第２分科会

開会の挨拶

閉会の挨拶
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平成
29年度
2017

研 究 協 議 会

東北連小山形大会
〈東北６県より1,000名の参加〉
（全体場：山形テルサ・市内ホテル）

佐　賀

全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
田中利幸 249 51 51

東 北 大 会



平成29年５月31日� 第　148　号　（1）山 形 県 連 小 会 報

第　148　号
発行日　平成29年５月31日
発行者　山形県連合小学校長会
　　　　　　　田　中　利　幸
� 山形市木の実町12－37
� 県教育会館（大手門パルズ）

交流を通して学び合い 発信する校長会に
田中利幸会長あいさつ

　「山形県連合小学校長会」は、山形県内のすべ
ての小学校、また県内11地区において組織されて
いる地区校長会の連合体として存在しています。
会員である一人一人の校長が、その職責をよりよ
く果たすことができるようにすることを目的とし
た組織です。県内各地区、各市町村の校長会には、
それぞれ伝統があり受け継いでおられる考え方が
おありだと思います。そこで、そうした違いをよ
さとして学び合い、考えを出し合い力を合わせて
いくことが、各学校経営の充実と山形県小学校教
育の振興に寄与し、教職員の資質・能力の向上や
ひいては子ども達一人一人の望ましい成長の実現
につながるものと考えます。
　さて、新学習指導要領が３月に告示され、平成
32年の完全実施を視野に、主体的、対話的で深い
学びへの授業改善や、外国語活動や英語の教科化
に係る中・高学年での年間35時間の時数確保も含
めたカリキュラム・マネジメントへの取組が必要
です。文科省や県の施策をどう受け止めて、時代
の潮流を読むのか。他県の動きも掴みながら学校
運営を考えていかなければならない時代に、一人
職である私たち校長は、仲間とつながっての情報
交換や考えの交流が何より大切です。様々な教育
課題に対して家庭や地域はもとより、教育委員会
や行政とも連携しての取組を支える、県連小であ
りたいと考えております。
　そこで、今年度の課題について３点申し上げま
す。１点目は、今年７月に開催する第57回東北連
合小学校長会研究協議会山形大会に向けての最終
の準備と運営です。運営面の準備とともに開催県
の研究発表として深みのあるものになるよう最終
の見直しもよろしくお願いします。
　２点目は、専門委員会を中核とした活動の充実
です。今年度も、「喫緊の課題への組織的な対応

力」を持ち「発信する県連小」であるために、３
つの専門委員会活動について期待することを述べ
ます。まず、小学校で大きな課題となっている英
語の教科化に係る中・高学年での年間35時間の時
数確保について、例えば卒業式を１週間遅らせる
ことでの対応も考えられます。私たち現場の教員
はどう考え何を願うのか、各地区校長会でこの件
について課題となることを議論していただき、小
中合同対策委員会で意見を集約し、必要に応じて
「お願い」の作成に反映させた上で、県教育委員
会や県市町村教育委員会協議会と連携しての取組
を模索していただければと考えます。研修委員会
は、東北連小山形大会の開催への協力が急務かと
思いますが、来年度の県連小研究協議会への準備
に係る連絡・調整や全連小の研究主題の見直しに
注視し、平成32年度以降の県連小研究協議会の在
り方を模索していただければと考えます。生徒指
導委員会は、引き続き県内生徒指導の現状把握と
ともに、間近に迫る道徳の教科化などともつない
で、育てる生徒指導に係る有効な手立てについて
の情報を発信していただければと考えます。
　３点目は、第72回県連小研究協議会の準備です。
来年度は最上地区が担当くださり、５領域５分科
会という新しい枠組みで開催される協議会の初年
度となります。会場は昨年度までと同様に山形
ビッグウイングを予定していますが、東北連小山
形大会のために１年空いてしまいますし、１つの
分科会が倍の人数になることから分科会場の設定
やグループ討議の方法などを新たに考えなければ
なりません。
　今年度１年間、課題
解決に向けて、各地区
校長会と会員の校長先
生方のご理解とご協力
をお願い申し上げて挨
拶といたします。

県連小　第１回理事会報告
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東北連小山形大会大成功への感謝と県・東北・全連小の活動について

１　第５７回東北連小研究協議会山形大会へのお礼
　２つの大会コンセプトに照らして、「研修の深
まりを最大のおもてなしと考える」に関しては、
「脱・優等生」から始まった冨田勝先生のご講演
は素晴らしい反響で、是非持ち帰って職場や地区
の先生方に伝えたいと絶賛をいただきました。ま
た分科会についても、会場が広くきれいだったこ
とや熱心な討議が展開されていたという感想が多
く聞かれました。
　「コンパクトな大会を目指す中で、できる限り
のおもてなしをしよう」についても、山形駅から
すぐの全体会場で各分科会場にも歩いて行けるコ
ンパクトな大会の中に、受付や案内が丁寧でおも
てなしの心のこもった、本当に温かい気持ちにな
る大会運営だったと、最大の賛辞をいただきまし
た。主管３地区を中心に、全県体制でのご協力に
感謝です。
２　県連小の現況について
　喫緊の課題への組織的な対応力と発信する県連
小を目指して組織改編が行われて３年目になりま
すが、対策委員会、研修委員会、生徒指導委員会
の３つの専門委員会は、委員の皆様のおかげで、
年度当初の計画どおりに充実した取り組みが行わ
れていると伺っております。特に、研修委員会は、
山形大会の分科会運営についてご尽力いただいた
ことに、感謝申し上げます。
３　東北連小の動きと対応について
　東北連小山形大会の１日目に第２回研修会・理
事会を開催しました。６月７日に開催された第１
回教育課程委員会の報告や、青森県の理事より平
成３０年度に開催される東北連小青森大会について、
秋田県の理事より平成３１年度に開催される全連小
秋田大会について提案がありました。昨年度から
の継続審議になっている「東北連小大会運営準備
金（仮称）」については、後ほど協議をお願いし

ます。
４　全連小の動きと国・県の教育施策について
　７月１１日・１２日に開催された全連小常任理事会
と小学校長会長連絡協議会では、全連小で作成し
た新学習指導要領への準備資料の紹介と、移行措
置について総合的な学習からの時数流用は慎重に
考えてほしい、教員の働き方改革について様々な
会議の中で「学校の努力だけでは限界」という認
識が広まっているので改革の好機だととらえてい
るとの話がありました。また、文科省教育課程課
の白井俊企画室長より「これからの教育の在り方
について～新学習指導要領及び移行措置等につい
て～」と題した講演会がありました。資料を準備
しましたのでご活用ください。「各都道府県校長
会の新教育課程編成等への取組と展望」について
の情報交換では、どの県からも外国語活動の指導
員確保については区市町村の財政事情によって差
が生じていること、時数確保の方法については授
業日数や６校時授業日の増、モジュール、土曜授
業などを視野に様子見をしているという状況でし
た。また、卒業式は３／１５～３／２５に行われてお
り管理職を通しての本人への内示は２月上旬～３
／１５、本人への通知後に調整が入りマスコミ報道
は３月下旬～４／１、内示後も職員であることに
変わりはないので粛々と勤務し異動の準備も進め
ているとのことでした。第１回理事会の折りに卒
業式を遅らせて授業日を確保することについて問
題提起しましたが、山形県の場合はマスコミ報道
の時期とともに「内示後も粛々と…」という意識
改革の問題も
大きいと感じ
ました。
　本日の理事
会、どうぞよ
ろしくお願い
します。

会長のあいさつ

県連小　第２回理事会報告
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年　度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
幹事長 永瀬　　克 鈴木　弘康 鈴木　弘康 齋藤　和夫 齋藤　和夫

幹　事

佐竹　惠一
齋藤　和夫
江口　照芳
渡部　和生
大宮とき子
板坂　憲助
齋藤　昭憲

平尾　幸治
齋藤　和夫
渡部　和生
板坂　憲助
荒澤　賢雄
大宮とき子
齋藤　昭憲

平尾　幸治
齋藤　和夫
渡部　和生
片桐　理子
飯野　恭伸
村山　敏悦
荒澤　賢雄

小林　正次
片桐　理子
飯野　恭伸
豊島　孝宏
村山　敏悦
髙木　祐治
加藤　雄一

小林　正次
片桐　理子
飯野　恭伸
豊島　孝宏
村山　敏悦
伊勢　牧子
髙木　祐治
加藤　雄一

事務局長 田口由美子 田口由美子 田口由美子 後藤　一昭 後藤　一昭
事務局員 櫻井　正志 岩田　継生

　　　　　　　　第61回～第65回　各地区会長�（◎印：会長　○印：副会長）
年　度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
会　長 ◎渋　谷　光　夫 ◎千　葉　榮　一 ◎千　葉　榮　一 ◎鈴　木　弘　康 ◎鈴　木　弘　康
山　形 ○横　沢　正　巳 ○後　藤　一　昭 ○後　藤　一　昭 ○白　鳥　樹一郎 ○白　鳥　樹一郎
上　山 　青　木　　　勝 　柏　倉　善　三 　大　沼　修　一 　大　沼　修　一 　神　谷　恒　司
東村山 　井　上　正　信 ○熊　谷　宗　英 　安　達　幸　司 　村　形　啓　行 　加　藤　高　志
西村山 ○荒　木　利　見 　草　苅　和　男 　草　苅　和　男 　草　苅　和　男 ○草　苅　和　男
北村山 　大　沼　廣　志 　大　沼　廣　志 ○大　類　豊太郎 ○大　類　豊太郎 　佐　藤　淳　一
最　上 ○山　村　明　徳 ○森　　　洋　一 ○森　　　洋　一 ○森　　　洋　一 ○齊　藤　　　渉
米　沢 　丸　山　信　也 　加　島　修　一 ○小　形　義　和 ○小　形　義　和 　板　垣　正　明
東置賜 ○高　井　雄　司 　大　澤　　　実 　大　澤　　　実 　大　澤　　　実 ○丸　山　信　也
西置賜 　加　藤　孝　壽 ○東海林　和　夫 　風　間　　　孝 　大道寺　髙　明 　鈴　木　雅　明
田　川 ○三　浦　愼　士 　難　波　信　昭 ○難　波　信　昭 　伊　藤　政　良 ○本　間　　　立
飽　海 　齋　藤　辰　典 ○那　須　栄　一 　田　中　利　明 ○浅　井　　　良 　齋　藤　眞里子
会員数 324名 322名 317名 313名 304名

山形県連合小学校長会
５年の歩み

発行日
平成24年12月

発　行
山形県連合小学校長会

山形市木の実町12-37

印　刷
中央印刷株式会社

※表紙写真「維新軍楽隊」（村山）、「黒森少年歌舞伎」（庄内）、「平小獅子踊り」（置賜）、「有屋少年番楽」（最上）

第63回 全国連合小学校長会研究協議会山形大会開会行事

山形県連合小学校長会

５ 年 の 歩 み
【平成19年（61回）〜23年（65回）】

山形県連合小学校長会　第65回記念

山形県連合小学校長会

2012.12
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1　県連小５年の歩み（平成24～28年度）　　　

　　平成２５年度（２０１３年度）飯野恭伸会長

第６７回山形県連合小学校長会研究協議会
６月２1日　於　山形国際交流プラザ　　米沢地区担当

主　題　　　新たな知を拓き人間性豊かな社会を築く日本人の育成を目指す小学校教育の推進

　　　　　　　　　―誇りと志を胸に、ともに夢に向かう、いのち輝く子どもを育てる学校経営―

研　修　　　演題「日本の太陽系探査～ 「さきがけ」 から 「はやぶさ」 まで～」

　　　　　　講師　上杉邦憲　氏（宇宙航空研究開発機構名誉教授・上杉家第1７代当主）

分科会研究協議　　　　

第１分科会（経営ビジョン）
　「 創意と活力あふれ信頼される学校づくりと校長の

在り方」
第２分科会（組織・運営）
　「 学校経営ビジョンの実現を図る活力ある学校運営

と校長の在り方」　
第３分科会（評価・改善）
　「 学校評価・人事評価を生かした学校づくりと校長

の在り方」
第４分科会（知性・創造性）
　「 調和のとれた子どもを育む教育課程の創造と校長

の在り方」
第５分科会（豊かな人間性）
　「 絆づくりを通して豊かな人間関係を育む生徒指導

と校長の在り方」

第７分科会（研究・研修）
　「学校の教育力向上を図る現職教育と校長の在り方」
第９分科会（学校安全）
　「命を守る健康・安全教育の推進と校長の在り方」
第10分科会（健全育成）
　「 児童の健全育成及び危機管理の推進と校長の在り

方」
第11分科会（健康・環境）
　「未来を拓く力を育てる教育の推進と校長の在り方」
第1２分科会（自立と社会性）
　「 自立を図り社会性を育てる教育の推進と校長の在

り方」

※ 第６（社会形成力）・第８（リーダー育成）・第13（連
携・接続）の各分科会は開かれなかった。

　ともに経営力を高め合い、信頼される学校づくりを
　　　 会長　飯　野　恭　伸　

　私たち校長には高い経営力とリーダーシップが求められます。１つは、健全
なフォロワーシップの醸成です。的確にリーダーシップを発揮するには、健全
なフォロワーシップの醸成が肝要と言われます。２つは、安心・安全・安定です。
学校は安心・安全であることはもちろん、安定していることが大切です。地に

しっかり足を付け継続性と安定感を大切にした学校づくりに努めていくことが重要です。３つは、変え
る部分と変えてはならない部分の峻別です。学校は変わる部分にばかり目が行きがちでした。これから
の学校づくりでは、何を残し、何を無くし、何を減らし、何を変えていくのかという明確な区別、見極
めが肝要です。そのためには社会の変化、時代の変化、子ども達の状況に即し、そして限られた時間の
中で何にどこに価値を見出していくのかという自らの学校の教育活動への価値付けが大事なのではない
でしょうか。これからは一層の教育活動の見直しと、重点化が求められます。（大会要項より抜粋）

（7）　

1　県連小５年の歩み（平成24～28年度）

　　平成２４年度（２０１２年度）江口照芳会長

第６６回山形県連合小学校長会研究協議会
６月８日　於　山形国際交流プラザ　　北村山地区担当

主　題　　　新しい時代を拓き心豊かにたくましく生きる日本人の育成を目指す小学校教育の推進

　　　　　　　　　―誇りと志を胸に、ともに夢に向かう、命輝く子どもを育てる学校経営―

研　修　　　演題「心にひびくメロディーを求めて」  　講師　若草　恵　氏（作曲・編曲家）

分科会研究協議　　　　

第１分科会（学校経営）
　「新しい時代に対応する特色ある学校経営」
第２分科会（教育課程）
　「生きる力をはぐくむ創意ある教育課程」　
第３分科会（現職教育）
　「 時代の要請に応え、教員の意識改革を促し教育力

を高める現職教育」
第４分科会（生徒指導）
　「 豊かな関わりの中で、共に生きる力を育てる生徒

指導」

第５分科会（人権教育）
　「一人一人の命や体・心を尊重する人権教育」
第６分科会（健康・安全教育）
　「 健やかで心身ともにたくましい子どもを育てる健

康・安全教育」
第７分科会（情報教育）
　「 情報活用能力の育成と学校の情報化を推進する情

報教育」
第８分科会（国際理解・環境教育）
　「社会や自然の変化に対応する国際理解・環境教育」

　ともに希望を語り、夢に向かう学校づくりを
　　　――量から質への転換を図りながら―― 会長　江　口　照　芳　

　昨年10月に開催いたしました第63回全国連合小学校長会山形大会では研究主
題の理念を更に推し進めることを目指して、副主題を「誇りと志を胸に、ともに
夢に向かういのち輝く子どもを育てる学校経営」と設定し、ビジョンの明確化な
ど学校経営の責任者である校長の役割を明らかにしてまいりました。本県校長会
の総力を挙げた温かな対応と丁寧な情報提供など、多くの成果とともに山形ら

しさを発信できたものと確信しております。 今年度は、昨年度全面実施された新学習指導要領のもと、
魅力ある教育課程の編成、実施評価、改善をさらに推進することや教職員の資質能力の向上や組織の活
性化など、創意ある学校づくりを一層進めていくことが肝要であります。
　私たちは、現状を踏まえ、未来に夢と希望を持ちたくましく生きる子どもの育成を目指し、総力を挙
げて課題解決に努め県民の信託に応えていく必要があります。そのために校長は自らの使命を自覚し経
営力を高め、リーダーシップを発揮し、家庭・地域から信頼される学校づくりに一層努めなければなり
ません。
　また本県においては第５次山形県教育振興計画後期プランの２年目となり、いのちの教育を根底に据
え変化する時代を主体的に生き抜く力の育成に鋭意取り組んでおります。そして、平成14年から全国
に先駆けて実施してきました “ 教育山形さんさんプラン ” については、昨年度中学校３年生まで拡充し、
学力の向上、不登校児童生徒数の減少など多方面から高い評価を得ているところであります。現在、再
構築会議において検証、議論されておりますが、各学校においては引き続き少人数を生かした授業改善
ときめ細かな指導を一層推進していきたいものであります。（大会要項より抜粋）

広 報 担 当〈平成28年度『研究紀要』に掲載：Ｈ29.2.1.発行〉
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1　県連小５年の歩み（平成24～28年度）　　　

　　平成２７年度（２０１５年度）髙木祐治会長

第６９回山形県連合小学校長会研究協議会
６月1２日　於　山形国際交流プラザ　　西村山地区担当

主　題　　　新たな知を拓き人間性豊かな社会を築く日本人の育成を目指す小学校教育の推進

　　　　　　　　　―夢と希望をもち　共に未来を拓く　いのち輝く子どもを育てる学校経営―

研　修　　　演題「人間性豊かな社会を築く　オペラ的な生き方」

　　　　　　講師　熊谷眞一　氏（シベール社特別顧問）

分科会研究協議　　　　

第１分科会（経営ビジョン）
　「 夢や希望を育む活力に満ちた学校経営ビジョンと

校長の在り方」
第２分科会（組織・運営）
　「活力ある組織・運営の実現と校長の在り方」　
第３分科会（評価・改善）
　「 学校評価・人事評価を生かした学校づくりと校長

の在り方」
第４分科会（知性・創造性）
　「 調和のとれた子どもを育む教育課程の工夫と校長

の在り方」
第５分科会（豊かな人間性）
　「 絆づくりを通して豊かな人間関係を育む教育活動

づくりと校長の在り方」

第６分科会（研究・研修）
　「 担任力を高める校内研究体制の構築と校長の在り

方」
第７分科会（学校安全）
　「命を守る安全教育の推進と校長の在り方」
第８分科会（健全育成）
　「 児童の健全育成及び危機管理の推進と校長の在り

方」
第９分科会（自立と社会性）
　「 自立を図り社会性を育てる教育の推進と校長の在

り方」
第10分科会（連携・接続）
　「家庭・地域との連携・接続の推進と校長の在り方」

　新たな副主題のもと県連小研究協議会の発展を願って
　　　 会長　髙　木　祐　治　

　今年度より、県連小研究協議会は「夢と希望をもち　共に未来を拓く　いのち
輝く子どもを育てる学校経営」という新しい副主題のもと、実施することとなり
ました。一昨年前、今研究協議会の主幹地区であります西村山地区校長会を中心
に新しい副主題について検討をしていただきました。現在の社会状況と未来を生

きる子ども達に期待される力、学校教育の中で子ども達に育むべき力について話し合い、全連小主題を
受け、５教振から「いのち輝く」を受け継ぎ、６教振の「未来を拓く」を受け、検討をして参りました。
こうしたことが本大会の趣旨文に見事に記して頂いたと思います。
　この新しい副主題は平成２9年度に開催されます第5７回東北連合小学校長会研究協議会山形大会の副主
題になる予定であります。
　次々と提示される教育改革への対応は、子どもに反映されてこそ意義のある取り組みであると言えま
す。子どもも教師も意欲的に取り組む教育活動の実現を目指し、積極的な提言と情報交換を通して学校
経営の方策を得ていただきたいと思います。（大会要項より抜粋）

（9）　

　　平成２６年度（２０１４年度）荒澤賢雄会長

第６８回山形県連合小学校長会研究協議会
６月13日　於　山形国際交流プラザ　　飽海地区担当

主　題　　　新たな知を拓き人間性豊かな社会を築く日本人の育成を目指す小学校教育の推進

　　　　　　　　　―誇りと志を胸に、ともに夢に向かう、いのち輝く子どもを育てる学校経営―

研　修　　　演題「いま、日本を読む」 

　　　　　　講師　佐高　信　氏（『週間金曜日』編集委員・発行人）

分科会研究協議　　　　

第１分科会（経営ビジョン）
　「 夢や希望を育む活力に満ちた学校経営ビジョンと

校長の在り方」
第２分科会（組織・運営）
　「 学校経営ビジョンの実現を図る活力ある学校運営

と校長の在り方」　
第３分科会（評価・改善）
　「 学校評価・人事評価を生かした学校づくりと校長

の在り方」
第４分科会（知性・創造性）
　「 調和のとれた子どもを育む教育課程の創造と校長

の在り方」
第５分科会（豊かな人間性）
　「 絆づくりを通して豊かな人間関係を育む教育活動

づくりと校長の在り方」

第６分科会（研究・研修）
　「 担任力を高める校内研究体制の構築と校長の在り

方」
第７分科会（学校安全）
　「命を守る健康・安全教育の推進と校長の在り方」
第８分科会（健全育成）
　「 児童の健全育成及び危機管理の推進と校長の在り

方」
第９分科会（健康・環境）
　「未来を拓く力を育てる教育の推進と校長の在り方」
第10分科会（連携・接続）
　「家庭・地域との連携・接続の推進と校長の在り方」

　確かな学校経営と、組織力の発揮を
　　　 会長　荒　澤　賢　雄　

　私達は、現在の教育改革の動向を単に注視するだけではなく、確固たる考え・
主張を持って対応していくことが求められます。いわば学校経営の専門家集団と
しての発信力・提言力が問われていると言っても過言ではありません。
　転じて、県内の教育現場に目を向けると、一昨年度から体罰問題といじめの問

題が大きく取り上げられました。また、県内において、命の尊さと危機管理の難しさを考えさせられる事
案も発生してしまいました。私達は、子どもを人として大切にするという人間尊重の精神を基盤に据えな
がら、子どもの命を守り、より安全で安心な学校を目指して、真摯に取り組んでいかなければなりません。
　特に、子どもの尊厳と命を守るためには、校長は、あらゆることに対して覚悟をもって取り組むこと
が肝要です。あえて「覚悟」という言葉をつかわせていただきました。これまでも、校長には「リーダー
シップの発揮」や「ぶれない姿勢」、「凛とした姿」等が望まれてきました。今こそ、子どもの尊厳と命
を守るため「校長としての覚悟」を子ども達に、教職員に、保護者や地域の方々に明確に示し、県民の
負託と信頼に応える確かな学校経営を推進していきたいものです。（大会要項より抜粋）

　（8）
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1　県連小５年の歩み（平成24～28年度）　　　

この５年間の山形県連合小学校長会役員（○は副会長）
年　度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

会 長 　江口　照芳 　飯野　恭伸 　荒澤　賢雄 　髙木　祐治 　田中　利幸

山 形 ○山口　吉則 
　渡部　和生

○荒澤　賢雄 
　酒井　智子

○酒井　智子 
　田中　　淳

○渋間　淳一 
  松澤　　哲 ○黒木　佳昭

上 山 ○神谷　恒司 
　池野　　仁 　池野　　仁 　三條　義昭 　三條　義昭 　吉田　康之

東 村 山 　大泉　　徹 ○塩野　　譲 
　庄司　健二 　庄司　健二 　山澤　　勉 　青柳由起子

西 村 山 　板坂　憲助 　板坂　憲助 　板坂　憲助 ○菊地　宏哉 
　児玉　康子 ○菊地　宏哉

北 村 山 　佐藤　淳一 　佐藤　淳一 ○佐藤　淳一 
　元木　正史 　元木　正史 　細梅　雅弘

最 上 ○中嶋　晴之 
　阿部　敏彦

○沼澤　　稔 
　阿部　敏彦

○高野　　博 
　伊東　　守

○高野　　博 
　伊東　　守 ○高野　　博

米 沢 　板垣　正明 　山口　和夫 　 須崎　登志 ○辻　　雅人 
　樋口　哲弘 　遠藤　　誠

東 置 賜 ○丸山　信也 
　髙橋　正幸 　髙橋　正幸 　 島津　正道 　島津　正道 ○長濱　洋美

西 置 賜 　熊野　昌明 ○平田　　裕 
　大村　亨夫

○平田　　裕 
　 大村　亨夫 　鈴木　雄次 　遠藤　倫夫

田 川 　本間　　立 ○矢口　研一 
　五十嵐良克 　 矢口　研一 ○本田　　淳 

　 五十嵐良克 　本田　　淳

飽 海 ○畠中　善之 
　佐藤　　弘   本間　茂希 ○池田　公夫 

  加藤　博之 　小松　恒彦 ○松本　克則

担当理事 学校経営 板坂憲助 学校経営 板坂憲助 学校経営 元木正史 生徒指導 元木正史 生徒指導  細梅雅弘
調査研究 板垣正明 調査研究 本間茂希 調査研究 板坂憲助 研　　修 鈴木雄次 研　　修 青柳由起子

幹 事 長 飯野　恭伸 豊島　孝宏 髙木　祐治 田中　利幸 髙橋　　禎

幹 事

伊勢　牧子 伊勢　牧子 田中　利幸 最上　博之 田所　昭裕
田中　利幸 田中　利幸 加藤　雄一 池田　友子 日髙　伸哉
酒井　智子 髙木　祐治 松澤　　哲 田所　昭裕 大沼　　篤
豊島　孝宏 高橋　政吉 最上　博之 日髙　伸哉 瀧浪　　敦
加藤　雄一 加藤　雄一 池田　友子 大沼　　篤 小松　和彦
髙木　祐治 松澤　　哲 田所　昭裕 髙橋　　禎 遠藤　光男

事務局長 後藤　一昭 後藤　一昭 後藤　一昭 後藤　一昭 後藤　一昭

この５年間の教育に関する主な出来事
年度 山形県の教育 日本の教育など

2012
平成２４

○県立酒田光陵高等学校開校 ○新学習指導要領全面実施
○教育山形「さんさん」プラン再構築会議により見直し ○ 大津市の中学生いじめ自殺に係るいじめ対応緊急調査など一連の
○県立特別支援学校再編・整備計画策定 　対応
○「やまがた教育の日」「いのち輝く７つの約束」の制定 ○中央教育審議会「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シ

　ステムの構築のための特別支援教育の推進」（報告）

2013
平成２５

○県立楯岡特別支援学校開校 ○いじめ防止対策推進法　施行
○第２次山形県特別支援教育推進プラン策定 ○学校教育法施行令　改正（障がいのある児童生徒の就学先の仕組
○「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくり 　みの変更）
　ハンドブック」作成　全教職員に配付
○ 「体罰等の根絶と児童生徒理解に基づく指導のガイドライ

ン」作成
○山形県環境教育指針策定

2014
平成２６

○県立村山特別支援学校山形校開校 ○ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正する法律公
布（地方教育行政における責任体制の明確化、地方公共団体の長
と教育委員会との連携の強化等）

○県立村山特別支援学校天童校開校
○県立楯岡特別支援学校寒河江校開校
○県立米沢養護学校長井校開校 ○中央教育審議会「新しい時代にふさわしい高大接続の実現」に向
○山形県いじめ防止基本方針策定 　けた高等学校教育・大学教育・大学入学者選抜の一体改革につい
○県立高校の将来の在り方検討委員会から「社会の変化に 　て」　答申
　対応した県立高校の将来の在り方について報告書」提出
○県立高校再編整備基本計画のスタート

2015
平成２７

○第６次山形県教育振興計画スタート ○中央教育審議会「大学設置基準等の改正について」答申
○探究科等新学科設置及び普通科活性化に係る検討委員会 ○公職選挙法改正に伴い、選挙権年齢が満1８歳以上に引き下げ
　から「探究科等新学科設置及び普通科活性化について報 ○スポーツ庁創設
　告書」提出
○県立楯岡特別支援学校大江校開校
○県立鶴岡養護学校おひさま分教室開校
○義務教育学校新庄市立萩野学園開校
○探究型学習推進事業スタート
○山形県総合教育会議開催

2016
平成２８

○教職員評価制度本格実施 ○障がい者差別解消法　施行
○県立東桜学館中学校・高等学校開校 ○文科省「小学校未修了者の中学校等入学の取扱について」通知

（11）　

　　平成２８年度（２０１６年度）田中利幸会長

第７０回山形県連合小学校長会研究協議会
６月10日　於　山形国際交流プラザ　　西置賜地区担当

主　題　　　新たな知を拓き人間性豊かな社会を築く日本人の育成を目指す小学校教育の推進

　　　　　　　　　―夢と希望をもち　共に未来を拓く　いのち輝く子どもを育てる学校経営―

研　修　　　演題「目は世界に　心はふるさと　―次の世代に何を伝えるか―」

　　　　　　講師　田勢康弘　氏（ジャーナリスト）

分科会研究協議　　　　

第１分科会（経営ビジョン）
　「 夢や希望を育む活力に満ちた学校経営ビジョンと

校長の在り方」
第２分科会（組織・運営）
　「活力ある組織・運営の実現と校長の在り方」　
第３分科会（評価・改善）
　「 学校評価・人事評価を生かした学校づくりと校長

の在り方」
第４分科会（知性・創造性）
　「 調和のとれた子どもを育む教育課程の工夫と校長

の在り方」
第５分科会（豊かな人間性）
　「 絆づくりを通して豊かな人間関係を育む教育活動

づくりと校長の在り方」

第６分科会（研究・研修）
　「 担任力を高める校内研究・研修体制の構築と校長

の在り方」
第７分科会（学校安全）
　「命を守る安全教育の推進と校長の在り方」
第８分科会（健全育成）
　「 児童の健全育成及び危機管理の推進と校長の在り

方」
第９分科会（健康・環境）
　「 未来を生きる力を育てる健康教育・環境教育の推

進と校長の在り方」
第10分科会（自立と社会性）
　「 自立を図り社会性を育てる教育の推進と校長の在

り方」

　学校経営を学び合い、共に未来を拓く学校づくりを

　　　 会長　田　中　利　幸　

　昨年1２月の中央教育審議会は、「これからの学校教育を担う教員の資質能力の

向上について」と題する答申を提出しました。その中で、大量退職・大量採用に

よる年齢や経験年数の不均衡を背景に「教員は学校で育つ」との考えの下、「学

び続ける教員像」を掲げています。学習指導要領の改訂に伴うアクティブ・ラーニングの視点からの授

業改善、道徳教育の充実、外国語教育の早期化・教科化、チームとしての学校などが矢継ぎ早に打ち出

されています。こうした教育改革の波が押し寄せている状況の中、新たな教育課題に対応したリーダー

シップやマネジメント力を磨くために、私たち校長も同様に学び続けなくてはなりません。自らの意思

で研鑽を積むために集い、情報交換を通して進むべき方向性を探っていく。「校長は県連小で育つ」と

言えるよう、組織力を生かし、学び続ける校長を支える県連小でありたいと考えています。

 （大会要項より抜粋）
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立ち位置確かに、足場を強く

鈴　木　弘　康

山形大会実行委員長

　３．１１。いろんなことが自分の手に負えなくなりました。

　５月２０日やっと集まった東北理事会、「こういう時だからこそやるべき！」のエールにど

れだけ勇気づけられたことか。

　各会長に登壇願い、グループ討議の進行役を東北会員に担って頂くなど、大会運営の根幹

に「東北は一つ」を据えることができました。

　山形大会は、主題究明という目的に加え、東日本大震災からの復興を掲げることで、記憶

と歴史に刻まれた大会としての「立ち位置」を得ることができました。

　大会前夜は、映画『おくりびと』のチェロ演奏で始まりました。あまりに多くを失ったわ

たしたちは、英題である『Departures』に深く「出発」の意味を感じていたのです。フィナー

レは『Stand alone』。すべてが颯爽として目的に向かっていた時代に今をダブらせ、坂の上

にかかる「一朶の雲」をめざして巨熊ロシアに立ち向かった秋山たちの気概への憧れです。

何せ、会場は築４６年の風雪に耐えてきた山形県体育館、「貧乏を常と思えば不足なし」、耐え

る「おしん」の県での開催なのですから。

　大きなものを失った時、人は根源的なものに糸口を見つけようとするものです。自分たち

が大切にしてきたことや目指すべきことなど。わたしたちは集まることで勇気を得て、声に

することでわかり合ってきました。そうして「希望の種」を蒔き育てていったのです。支え

ていただいた４年間、一つひとつに感謝です。

　これからは、ここに掲載する写真を見ては思い出にひたるのもよし、熱い思いを呼び起こ

すのもよし。

　「誇り」が少しずつ「思い出」に変わっていく時間を愉しみましょうか。

－1－

成果と思いをこれからも受け継いで

荒　澤　賢　雄

山形県連合小学校長会長

　全連小山形大会３周年、誠におめでとうございます。東日本大震災から７カ月後、一日も

早い復興への願いを掲げ、「東北は一つ」を改めて確認し合った大会だったと思います。また、

山形の校長先生方が、全国から参集された校長先生方を温かな対応と丁寧な情報提供で人情

味溢れた「おもてなしの心」を発揮された大会でもありました。

　私は、平成２０・２１年度の２年間、県連小幹事として山形大会の準備に携わらせていただき

ましたが、大会開催年度は山形市教委在籍となっていました。幸いにも大会当日、開催市の

学校教育課長として開会行事に来賓として参加できたことは嬉しい限りでした。ご苦労され

た校長先生方と心地良い汗を共に流すことができない後ろめたさを少々感じましたが、全国

の三千人もの校長を束ねている山形の校長先生方の背中が頼もしく、そして大きく見えたこ

とを覚えています。

　大成功裏に終了した山形大会で合言葉とされた「立ち位置確かに、足場を強く」という考

え方は、これまでにないスピードで進められている現在の教育改革の中でこそ大事にしたい

スタンスであると強く感じております。これからも全連小山形大会の成果と思いを受け継い

でいくことをお誓い申し上げ、３周年のお祝いの言葉といたします。

－2－
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■付録：全連小山形大会　ＤＶＤ

　「３・１１東日本大震災の影響は、いかがですか？」
　「大変でしたね。山形県の地震の被害はどうでしたか。」
　そして、「全連小山形大会は、本当に実施できるのですか？」
　平成23年４月、新学期が始まると、全国の小学校長会事務局や参加予定の校長先生方から、
毎日のように問い合わせの電話を受けました。又、岩手・宮城・福島の被災３県は、県内校長
会の組織づくりもできず、新年度の第１回理事会をいつ開催するかもわからない本当に苦しい
現状でした。
　しかし、そういう未曾有の大きな試練にも、東北の校長先生方は耐え抜きました。
　５月2１日、大手門パルズで開催した東北連小理事会で「こういう時だからこそ、東北の山形
で全国大会を実施する！」という決議をしました。そして、鈴木弘康東北連小会長は「右手で
山形大会を進めるとき時、左手で復興への願いを刻む年にしよう。これからも『東北は一つ』
を標榜し、さらに連帯感を深めていこう。」と締めくくりました。こんなに感激したことはあ
りませんでした。
　６月６日早朝、被災地の現状を把握するため車で仙台へ向かいました。高速道路の料金所は
撤去され、信号は電気が消え、すれ違う車は、警察・自衛隊・復旧作業のトラックばかり。仙
台空港・県立農業高・石巻女川港……ＴＶ映像しか知らない私は、360度に広がる津波の爪痕
を目の前にした時、言葉を失いました。涙をこらえるのが精一杯でした。名取市立閖上小では、
体育館一杯に、砂まみれになったランドセル・数々のアルバムや写真・卒業証書・ノート等々
が、コンテナにきちんと整理され、持ち主を探していました。ボランティアの方々のすごい力
を感じました。今後もずっとこの目で災害状況や復興の足跡を見つめていきたいと心に誓いま
した。
　山形大会を通して、これらたくさんのハードルを、皆さんと一緒に越えることができた事実
を『三周年記念誌』として発行しました。　
　鈴木弘康実行委員長の力強いリーダーシップのもとに参集した、山形大会事務局運営会議の
先生方、そして、東北の先生方に感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
　最後に、記念誌編集発行にあたり、微に入り細に入り、ご指導ご支援いただきました 中央
印刷株式会社 金子由二様に、心より御礼申し上げます。

後書きにかえて
後　藤　一　昭県連小事務局長

全連小山形大会３周年記念誌

平成２７年３月３１日発行

発行・編集：山 形 大 会 実 行 委 員 会
〒９９０－００４４ 山形市木の実町１２－３７　

大手門パルズ４階　　　
電話 ０２３－６３４－８５５５　

印　　　刷：中 央 印 刷 株 式 会 社
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（会議の内容） 

第９条  本会の会議は次のことがらを審議する。 

    １．研究協議会 

       教育課題についての分科会研究協議 

    ２．理事会 

      (1) 会則・規定及び規則の制定、改善に関すること。 

(2)  役員の選出に関すること。 

(3)  事業の大綱・計画ならびに予算・決算の議決に関すること。 

(4)  研究協議会に関すること。 

(5)  会務の執行に関すること。 

(6)  教育課題に関すること。 

(7)  その他本会の運営に必要なこと。 

（専門委員会） 

第 10 条  本会に専門委員会をおくことができる。専門委員会の構成等は別に定める。 

（経費及び会計年度） 

第 11 条  本会の会計は次による。 

１．本会の経費は会費・補助金及びその他の収入を以ってこれに充てる。 

２．本会の会計年度は、4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。 

（簿   冊） 

第 12 条  本会に次の簿冊をおく。 

    １．会則 ２．会員名簿 ３．役員名簿 ４．会計簿 ５．会議録 ６．文書綴 

（職   員） 

第 13 条  本会に事務職員をおく。事務職員の事務・任免・待遇は別にこれを定める。 

（細   則） 

第 14 条  本会の運営に関する細則は別にこれを定める。 

 

 

付  則 

1.  本会則は、昭和 30 年 4 月 1 日より施行する。 

2.  本会則は、昭和 30 年 6 月 17 日決定する。 

3.  本会則は、昭和 43 年 6 月 7 日改正 

4.  本会則は、昭和 48 年 3 月 6 日改正 

5.  本会則は、昭和 48 年 4 月 1 日より施行する。 

6.  本会則は、昭和 52 年 6 月 23 日改正 

7.  本会則は、昭和 54 年 7 月  4 日改正し、昭和 55 年 4 月 1 日より施行する。 

8.  本会則は、昭和 60 年 6 月 14 日改正 

9.  本会則は、平成  4 年 6 月 14 日改正 

10.  本会則は、平成 19 年 6 月  7 日改正 

11.  本会則は、平成 22 年 2 月 23 日改正 

12.  本会則は、平成 24 年 2 月 23 日改正し、平成 24 年 4 月 1 日より施行する。 

13.  本会則は、平成 28 年 2 月 25 日改正し、平成 28 年 4 月 1 日より施行する。 

 

 

 

山形県連合小学校長会会則 
（名称及び事務所） 

第１条 本会は、山形県連合小学校長会とよび、事務所を山形県教育会館におく。 

（構   成） 

第２条  本会は、山形県各地区小学校長会を以って組織する。 

（目   的） 

第３条  本会は、県内各地区校長会及び各小学校長相互の連絡提携を密にし、教育の振興を

図ることを目的とする。 

（事  業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

    １．各地区小学校長会及び各小学校相互の連絡提携に関すること。 

２．教育に関する研修及び研究調査に関すること。 

３．教育行政に関すること。 

４．教育関係団体に関すること。 

５．その他必要なこと。 

（役員及び任期） 

第５条  本会には次の役員をおき、任期は１か年とする。ただし、再任は妨げない。補欠と

して就任した場合は、前任者の在任期間とする。 

 １．会 長  １ 名 

２．副会長  ５ 名 

３．監 事  ３ 名 

４．理 事  若干名 

５．幹事長  １ 名 

６．幹 事  若干名 

（役員の選任） 

第６条  本会の役員の選任は次による。 

    １．会長・副会長・監事は理事会で選出する。 

２  理事は各地区小学校長会ごとに、１名を選任する。 

３．幹事長・幹事は会長が委嘱する。 

（役員の任務） 

第７条  本会の役員の任務は次による。 

    １．会長は本会を代表し、会務を総括する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはこれに代わる。 

３．監事は会計監査にあたる。 

４．理事は理事会を構成し、会務を審議執行する。 

５．幹事長は事務局を総括する。幹事は会務を分掌し、企画、立案にあたる。 

（会  議） 

第８条  本会は次の会議を持ち、会長がこれを招集する。 

    １．研究協議会 

      年１回開催する。 

２．理事会 

  本会の決議機関とする。 

毎年定例に開催し、必要に応じて臨時に開くことができる。 
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年度
平成元年 坪沼　秀雄 山形四 小野　邦雄 寒河江 奥山源太郎 楯　岡 佐藤　　格 長　井 中西　達雄 朝暘一
2年 田中　二男 山形二 笹村　昭六 山形八 村上　藤男 新　庄 山崎信次郎 米沢西部 梅木　欽一 琢　成
3年 佐藤　輝夫 山形四 庄司正治郎 山形一 村上　藤男 新　庄 小林　廸郎 小　松 金子　清一 朝暘一
4年 佐藤　輝夫 山形四 庄司正治郎 山形一 石川　　巌 新　庄 小林　幸雄 長　井 佐藤　良知 琢　成
5年 松田　晴男 山形五 片桐　繁雄 山形二 武田　育男 天童中部 石川　　巌 新　庄 小林　幸雄 長　井 後藤　輝夫 温　海
6年 松田　晴男 山形五 海老名六郎 山形一 齋藤　浩一 山　辺 石川　　巌 新　庄 小林　幸雄 長　井 成田　恒夫 琢　成
7年 村上　恒昭 山形四 海老名六郎 山形一 大江　弘良 寒河江 石川　　巌 新　庄 髙橋　　昭 興　譲 髙橋　弘光 朝暘三
8年 村上　恒昭 山形四 小林　　彰 山形二 鈴木　　曉 上　山 小山　義雄 楯　岡 髙橋　　昭 興　譲 髙橋　弘光 朝暘三
9年 堀米　富男 山形一 大山　明夫 山形五 鈴木　孝雄 天童北部 榎本　和彦 楯　岡 菅野　　弘 沖　郷 髙橋　弘光 朝暘三
10年 酒井　順一 山形四 大澤　寛治 山形二 鈴木　孝雄 天童北部 榎本　和彦 楯　岡 目黒　孝雄 長　井 竹内　善彌 琢　成
11年 酒井　順一 山形四 大澤　寛治 山形二 片桐　　勉 寒河江 榎本　和彦 楯　岡 目黒　孝雄 長　井 木村　恒子 朝暘三
12年 沼澤　政辰 山形三 武田　　剛 山形四 片桐　　勉 寒河江 樋口　勝也 新　庄 髙橋　英機 興　譲 池田　充直 亀　城
13年 沼澤　政辰 山形三 武田　　剛 山形四 板垣　和男 中　川 樋口　勝也 新　庄 髙橋　英機 興　譲 中里　　健 櫛引東
14年 木村　康二 山形四 山口　　光 山形一 梅本　英夫 天童中部 小関　正男 楯　岡 佐藤　鎭雄 高　畠 渡部　靖男 浜　田
15年 木村　康二 山形四 山口　　光 山形一 太田富久雄 左　沢 西塚　忠雄 新　庄 佐藤　鎭雄 高　畠 加藤　　勇 朝暘四
16年 木村　康二 山形四 田口由美子 山形六 太田富久雄 左　沢 土谷　義幸 楯　岡 竹田　寛治 長　井 大川　　擴 松　原
17年 渋谷　光夫 山形四 鈴木　幹雄 山形一 荒木　雄之 上　山 山村　明徳 新　庄 江川　栄助 米沢東部 池田　定志 朝暘三
18年 渋谷　光夫 山形四 鈴木　幹雄 山形一 荒木　利見 寒河江 山村　明徳 新　庄 髙井　雄二 高　畠 三浦　愼士 朝暘三
19年 渋谷　光夫 山形四 横沢　正巳 山形二 荒木　利見 寒河江 山村　明徳 新　庄 髙井　雄二 高　畠 三浦　愼士 朝暘三
20年 千葉　榮一 山形一 後藤　一昭 山形五 熊谷　宗英 山　辺 森　洋　一 新　庄 東海林和夫 致　芳 那須　榮一 松　原
21年 千葉　榮一 山形一 後藤　一昭 山形五 大類豊太郎 楯　岡 森　洋　一 新　庄 小形　和義 米沢東部 難波　信昭 朝暘六
22年 鈴木   弘康 山形四 白鳥樹一郞 山形一 大類豊太郎 楯　岡 森　洋　一 新　庄 小形　和義 米沢東部 浅井　 良 琢　成
23年 鈴木   弘康 山形四 白鳥樹一郞 山形一 草苅　和男 寒河江 齊籐　　渉 日　新 丸山　信也 高　畠 本間 　立 朝暘一
24年 江口　照芳 山形一 山口　吉則 山形十 神谷　恒司 西郷二 中嶋　晴幸 新　庄 丸山　信也 高　畠 畠中　善之 松　陵
25年 飯野　恭伸 山形四 荒澤　賢雄 山形一 塩野　　讓 天童北部 沼澤　　稔 日　新 平田　　裕 長　井 矢口　研一 朝暘四
26年 荒澤　賢雄 山形一 酒井　智子 山形三 佐藤　淳一 楯　岡 高野　　博 新　庄 平田　　裕 長　井 池田　公夫 浜　田
27年 髙木　祐治 山形二 渋間　淳一 山形十 菊地　宏哉 寒河江 高野　　博 新　庄 辻　　雅人 米沢南部 本田　　淳 朝暘一
28年 田中　利幸 山形四 黒木　佳昭 山形八 菊地　宏哉 寒河江 高野　　博 新　庄 長濱　洋美 赤　湯 松本　克則 琢　成
29年 田中　利幸 山形四 黒木　佳昭 山形八 山田　健二 寒河江 伊東　　守 日　新 長濱　洋美 赤　湯 五十嵐良克 押　切

歴 代 会 長
山形県連合小学校長会　歴代会長･副会長一覧    （平成元年度より）
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地区名

平成

10
年度

平成

21
年度

22 23 24 25 26 27 28 29
平成
３０
年度

２０年間
の

減少校数

1 山　形 37 38 38 38 37 37 37 37 37 37 37 0

2 上　山 10 9 9 8 8 6 6 5 5 5 5 -5

3 東村山 20 19 19 19 18 18 18 18 18 18 18 -2

4 西村山 39 29 29 29 24 22 22 22 22 22 22 -17

5 北村山 37 35 34 31 31 29 26 26 25 25 25 -12

6 最　上 48 40 39 35 32 26 25 23 23 23 22 -26

7 米　沢 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 0

8 東置賜 23 23 22 22 22 21 21 21 21 21 19 -4

9 西置賜 25 23 22 21 20 18 17 16 16 16 16 -9

10 田　川 51 48 48 48 48 48 45 43 38 37 34 -17

11 飽　海 38 35 35 35 35 33 31 31 31 27 27 -11

合　計 346 317 313 304 293 276 266 260 254 249 243 -103

県連小２０年間の学校数の推移
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山形県での取組
� 全連小人権委員会東北地区代表　山形市立出羽小学校　遠　藤　光　男
１　はじめに
　　東北の太平洋岸を津波が襲った東日本大震災では、山形県内でも震度５強を観測した地点があり、２名の死
者が出た。その後起こった東京電力福島第一原子力発電所の爆発による放射能の拡散は、多くの避難者を発生さ
せることとなった。その結果、山形県でも最大時で約1万3,800名、福島県や宮城県からの避難者を受け入れた。

　　学校現場では、大きな揺れが脳裏に焼き付き、いつまた大きな揺れが来るのかと不安に思う児童や津波など
の映像に敏感に反応してしまう児童、隣県での大きな災害で、親戚・知人が被災した児童など精神的に不安定
な児童が見られ、それらへの対応も必要だった。また、転入転出に係る事務手続きや保護者対応、子ども同士の
人間関係、就学支援など、様々な課題が発生した。

　　ここでは、被災地を支援する立場として、避難者受け入れの当時の様子や校長を中心として各学校がどのよ
うに対応してきたのかを、一部ではあるが事例を挙げながら紹介したい。

２　当時の混乱の様子
　　平成23年３月11日午後２時46分、山形県も大きな揺れに
襲われた。卒業式を間近に控え、その準備をしていた学校が
多かった。停電となり緊急放送もできず、教職員が手分けし
て避難を呼びかけた。外は寒く、防寒着を着ての避難は困
難を極めた。児童を順次帰宅させた後、管理職が午前１時過
ぎまで待機した地区もあった。翌日は土曜日であったが、
翌週の学校運営などのために出勤した管理職も多かった。

　　新年度を目前に控えた平成23年３月下旬、500名を越え
る避難児童生徒が小中学校への転入学を希望していた。前
例のない人数の事務手続きや受け入れ体制を整えるために、該当校の教職員は、連日の残業に加え休日返上で
対応した。しかし、一部の学校では転入の連絡があっても転入してこなかったり、転入してきても、たった１
日で転出してしまったりなどの混乱が生じた。

　　山形市も入学式を４月８日に控え、入学準備を進めていたが、他県から入学する児童の中には津波で家や家
財道具をすべて流された家庭の児童もいた。避難所になった山形市総合スポーツセンター近くの千歳小学校に
は、被災した児童が26名転入学してきた。うち７名が新入学児童であった。それらの児童のために、教育委員
会と保護者や地域の方々が協力してランドセル・学用品・運動着などの準備に手を尽くした。

　　また県内では、転入学児童生徒の急激な増加により３月31日に急遽学級数が増える学校も多く見られ、学級
編制作業もぎりぎりまで行われた。

３　避難児童・保護者を支えるための取組
　　県内には、山形市総合スポーツセンターや米沢市営体育
館、山形県飯豊少年自然の家など多くの避難所が設営され
た。その後、市や県の援助もあり雇用促進住宅や賃貸住宅
を借り上げることにより、避難所から民間のアパートや借
家へ転居できるようになった。しかし、急激な環境の変化
によって、避難してきた児童と保護者の中には精神的疲労
のたまる方々もいた。

　　それらをサポートするために、福島県からの派遣教員と
山形県による講師・緊急学校支援員が配置された。

　 小学校 中学校 計（人）
Ｈ23 402 133 535
Ｈ24 944 212 1156
Ｈ25 777 208 985
Ｈ26 660 217 877
Ｈ27 591 236 827
Ｈ28 520 225 745

山形県へ避難した小中学生の
在籍数の推移（国公立）　　

　 福島県から 山形県 計（人）
Ｈ23 　 51 51
Ｈ24 4 52 56
Ｈ25 4 75 79
Ｈ26 4 67 71
Ｈ27 4 12 16
Ｈ28 4 12 16

派遣教員・緊急学校支援員の推移

4　全連小報告『復興の担い手を育む教育活動から』
〈平成28年度『研究紀要』に掲載：Ｈ29.2.1.発行〉
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　⑴　福島県からの派遣教員

　　　福島県からの派遣教員は、福島県内で被災した児童（震災当時は未就学児を含む）の学習面・精神面をサ
ポートするために派遣された。在籍は福島県であるが、職務についての命令権は、すべて派遣先の教育委員
会に任せられている。

　　　避難児童が山形市で最も多かった桜田小学校にも、福島県より派遣教員１名が出向してきた。派遣教員は
授業を行いながら、児童の様子の観察や児童への声かけ、必要に応じたカウンセリングの役割を担ってい
た。また、派遣教員がコーディネーターとなって定期的な父母の会を開催した。

　　　父母の会は保護者の抱えている悩みを語る場となり、交流サロンと呼ばれるようになった。参加者は当初
少人数だったが、回数を重ねるごとに増えていった。このような交流サロンは、福島県からの派遣教員がい
ない学校でも校長の働きかけで開催された。

　⑵　山形県による講師・緊急学校支援員の配置
　　　山形県では国の事業を活用し、市町村の受け入れ人数に応じ、講師や緊急学校支援員の配置を行った。
　　　避難児童の学習面や精神的な支えばかりでなく、山形県の児童の中にも、親族や知人が家屋倒壊などの被

害に遭ったり津波で亡くなったりしている方もおり、心理的に不安定になる児童がいた。そのような心理的
に不安定になった児童についても避難児童と同様の対応を行った。

　⑶　各種団体による被災県への支援活動
　　　山形県連合小学校長会では、４期に渡り募金活動を行い、計390万円を被災県の校長会に送金した。全国

連合小学校長会研究協議会山形大会のために県内の校長から集められた積立金の一部も充てられた。
　　　各学校へは、県と市のＰＴＡ連合会長からの依頼で被災した子どもたちへの学用品の提供が呼びかけられ

た。多くの保護者や子どもたちが協力した。学用品は ” 新しいもの・清潔なもの ” という条件があり、中に
はわざわざ購入して学用品を提供する方もおられた。

　　　山形市立南山形小学校では、児童会が中心となり募金活動と寄せ書きを被災地に贈る活動を行った。寄せ
書きでは「がんばってください」という言葉を使わないようにするなどの配慮がなされた。募金と寄せ書き
は日本赤十字社山形県支部を通して被災地に届けられた。

４　実際の指導での問題点と対応
　⑴　放射線や津波の映像に対する配慮
　　　山形市は、全ての小中学校に放射線測定器を配付した。また小中学校に対して空中放射線量の測定結果を

教育委員会に報告するよう指示を出した。空中放射線量は、測定を始めた平成23年からすべて安全基準内で
あった。防災にかかる授業では、一般的な指導はするものの、放射能という言葉に配慮したり津波の写真や
映像を自粛したりなどの配慮を要した。

　　　また、給食の放射線量の測定も行われた。測定値はすべて安全基準を満たしているが、乳牛が放射能を含
んだえさを食べているのではないかという不安を持ち、牛乳を飲まない避難児童もいた。学校では保護者と
子どもの意思を尊重し、判断を保護者や児童本人に委ねた。 

　⑵　生徒指導対応
　　　急激に変わった環境に馴染めない児童と、避難生活に関する理解不足の児童との軋轢が生じ、様々な場面

でいざこざが起こった。それらが昂じたところでは、いじめ問題へ発展してしまった事案も見られた。いじ
めた子・いじめられた子・いじめた子の保護者・いじめられた子の保護者それぞれに対応職員を配置し、丁
寧に事情を聞いたり説明したりすることを繰り返し、解決を図っていった。

　　　それらの予防と解決には、マンパワーが必要である。緊急支援員や派遣教員の果たした役割は大きい。
　⑶　発達障がいのある児童への対応
　　　避難児童の受け入れ校では、発達障がいのある児童の情報が転出校より届かず、対応の遅れが見られた事

案があった。また保護者は、避難前に受診していた医療機関と同等の機関を山形で探そうとしても情報が少
なく、受診や薬のことについて誰に聞いたらよいかも分からないという事例もあった。学校では、保護者と
情報を共有しながら特別支援教育コーディネーターを中心に、個別の支援計画や指導計画を作成し支援を
行った。

4　全連小報告『復興の担い手を育む教育活動から』　　　（79）　
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５　地域との連携
　　学校側としても、このような急激な環境の変化は今までに経験したことがなく、学校職員のみで対応できる
ものではなかった。そこで、地域の方々の協力を得ることがとても重要になった。

　　山形市立桜田小学校は、周囲にマンションやアパートが多い。震災直後は地域の住民が避難してくることが
多かった。しかし、時が経つにつれ福島県からの避難者が多くなってきた。ここで力を発揮したのが自治会の
会員で組織した「人力会」である。「人力会」は、新潟地震のときに組織された会で、折に触れ避難訓練や防
災訓練を行ってきた。校長からの要望をくみ取っていただきながら、避難者と地元民との交流に中心となって
動いていただいた。そのことが児童の心の安定にも繋がっていった。

６　校長会の取組
　　県の連合小学校長会研究協議会では、東日本大震災に学び、安全意識を高めるための分科会を実施し、共通
理解を図った。校長のかかわり方を話し合い、地震直後の各学校の対応を振り返り、判断や指示について特に
次のことに関する検証を行った。

　　・教育委員会との連携や校長会での確認事項について
　　・危機管理の見直しによるその後の対応
　　具体的な対応の内容は以下の３点である。
　　・様々な場面を想定した避難訓練や研修による児童・教職員の意識の維持向上
　　・実践的な危機管理マニュアルの作成と評価・改善
　　・地域住民との日常的な連携
　　また、各市町村の校長会では、情報交換を密に行い、有効な対応は積極的に取り入れるとともに、各学校に
おいて必要な対策をそれぞれの防災マニュアルに取り入れるようにした。

７　現在の状況
　　進学や家族の状況の変化などで被災地に戻る児童が増えてきた。そのため、各学校に通う避難児童は年々減
少している。被災地に戻らず、山形県で仕事を得て定住する人もいる。避難児童たちはどの学校でも学校生活
に馴染んでおり、周囲の子どもたちとなんら変わりはない。名簿で確認しなければ避難児童であるということ
も分からないほどである。

　　交流サロンに参加する保護者は、帰還者の増加や地元に溶け込んだなどの理由から数は減少してきており、
５年を過ぎた現在、その役目を果たし終えた感もある。

　　しかし、被災地と山形の二重生活に苦しんでいる、山形に避難してきたことで後ろめたさを感じている、被
害者なのに責められるという理不尽に悩んでいるなど、未だに悩みや苦しみを抱えている保護者も多い。被災
地での人間関係から避難場所や学校を知られたくないという保護者への配慮も必要である。国や県による賃貸
住宅の家賃補助打ち切りが話題となる中、資金的に困難さを抱える家庭も増えている。

　　児童の中には、表面的には平穏を装っているものの、未だに震災当時のことが心の大きな傷となっている児
童もおり、学校生活で配慮しなければならない状態が続いている。

８　おわりに
　　震災から５年が経ち、ある程度区切りの付いたことが見られる一方、まだまだ支援が必要な事案も多い。そ
のような意味で東日本大震災からの復興は、道半ばである。

　　東日本大震災からの復興は現在進行形だが、これから予想される災害への対策の必要性も高まってきてい
る。山形県には３つの活断層が確認されており、大きな地震が30年以内に起こる確率が高いグループに入って
いる。蔵王山や吾妻山では火山活動が活発化している。さらに、近年の地球温暖化による降雨量の増加など異
常気象による災害も増加している。これらの状況からいつ不測の事態が発生するか分からない。万が一、災害
が起こった場合には、被害を最小限に抑えられるように東日本大震災の教訓を生かさなければならない。

　　そのためには、今後も教職員の防災意識の維持向上を図ること、生命・安全の大切さを実感できる教育を実
施していくことが校長の重要な役割である。

　（80）
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後書きにかえて

後　藤　一　昭県連小事務局長

「おい、ゴトウ！　田口先生のあとを引き継いでくれないか？」

　千葉榮一会長から突然の話を伺ったのは、退職を間近に控えた頃でした。

「そして、２年後の全国大会では、弘康先生をバックアップしてくれ！」

　高校時代の同級生からの頼みを断り切れず、それから８年間、県連小事務局にお世話にな

る事となりました。

　その間、５０年に一度の全国大会、そして、6年に一度の東北大会の運営等にあたり、微力

ながら現職の先生方をバックアップさせて頂きました。

　現職時代の２年間、県連小副会長職を拝命したので、合計１０年という長きに亘り、県連小

事務局にお世話になりました。

　山形県及び山形市の校長先生方と一緒に取り組むことができた、１０年間は私にとって生涯

忘れられない時間です。得難い経験をさせていただきました。感謝の言葉しか浮かんできま

せん。本当にありがとうございました。

　そして、この１０年間には、７名の県連小会長さんの元で、事務局の仕事をさせて頂きまし

た。理事会を中心に、専門委員会や県中との対策委員会等々、たくさんの会議をお手伝いし、

又、県連小会報や毎年発行される記録等々から様々なことが分かり、心に残ったことや先輩

の先生方の素晴らしい実績等を、事務局長という立場から、少しまとめてみました。

　⑴　児童数の大幅な減少

　⑵　学校数の減少にともない、県連小会員数の減少

　⑶　理事会・専門委員会等、様々な会議の在り方の検討

　⑷　電話・ＦＡＸ・メール・ＨＰ等の積極的な活用で経費削減

　⑸　東北・全国大会準備のための大会基金等の設立等々

　２２年の間には、学校数１０１校 及び 児童数３４，１５３名 の減。本当に恐ろしいほどのスピード

で減少しております。平成３０年度は6校減の「２４３校」の予定です。また、退職者については、

Ｈ９－８０名、�Ｈ１１－４９名、Ｈ１９－４８名、等々、非常に多くの校長先生方が、ご退職されてお
ります。

平成７年 平成１０年 平成１５年 平成２０年 平成２５年 平成２９年
学校数（校） ３５０ ３４６ ３３９ ３２２ ２７６ ２４９
児童数（人） ８８，４４５ ８１，２３０ ７２，０２８ ６５，４３５ ５９，５９３ ５４，２９２
退 職 者 数 Ｈ９－８０人 ３４ ２９ ４１ ２９ ５１

－92－



　そのような時代の流れの中で、先輩方が行ってくれた多くの改革等が、現在の若い校長先
生方に、どれほど大きな実績と功績を残してくれたのか、感謝の念で一杯であります。
　また、県連小会員が減少すれば、当然集金させて頂く会費が減ります。
　しかし、先輩方は、平成９年以来今日までの２１年間、一度も会費を値上げしないで、県連
小の運営にあたってくれました。
　その経緯は以下にあります。
　①　Ｈ２１：日本教育会退会　　　　　３，１００円の軽減。
　②　Ｈ２２：退職者処遇費廃止　　　　５，０００円の軽減。
　③　Ｈ２３：対策活動費の減額　　　　　３００円の軽減。
　④　Ｈ２４：県連小会費の減額　　　　１，０００円の軽減。
　⑤　Ｈ２７：退職校長会賛助費廃止　　　３００円の軽減。……等々。
　世の中は、バブル経済の破綻や消費税導入など、値上げ・値上げの大合唱の中でさえも、
緻密な計算のもと、できるだけ会員の校長先生方に負担をかけない方策を考えて下さいまし
た。本当にありがたいことです。� （別表「年度毎県連小会費等の推移」７８Ｐ参照）

　私は、昭和４８年春、白鷹町立白鷹東中学校の卓球部顧問……いや、英語教師として、体育
館もグランドもなく、入学式は中庭で行う等、統合なったばかりの新しい学校に赴任しまし
た。「中学校の教員は、受験と部活に頑張ればよい！」当時の先輩方のアドバイスでした。
　学級担任時代は「ガリ版刷りの学級通信」を発行し、年度末には製本をして生徒達にプレ
ゼントしました。学年主任では「学年便り」、校長の時は「校長室便り」等々、平成２１年度
の退職まで、ずっと続けてきました。
　いわば、記録は私の趣味みたいなものです。若い先生方には、「記憶に残る人より、記録
を残せる先生になりなさい。」と激励もしてきました。
　山形県連合小学校長会には、平成１３～２１年の９年間会員となり、退職後は、事務局長とし
て８年間勤務させていただきました。合計１７年という長い間お世話になった「県連小」に対
して何の恩返しもできませんが、田中利幸会長に無理なお願いをして『県連小１０年の歩み』
を編集させていただきました。
　本当にありがとうございました。
　現在の県連小の歩みについては、事務局長をバトンタッチしました、大沼篤先生を中心に、
『山形県連合小学校長会ホームページ』にアップしていただいておりますので、是非、一度
アクセスしてみて下さい。
（○ http://www.�kenrensyo.�info　　○ Email�:�y-kren@atlas.�plala.�or.�jp）

　「１０年の歩み」発行にあたり、ご指導ご支援いただきました中央印刷株式会社　武田郁雄
様に心より感謝申し上げます。
　最後になりましたが、山形県連合小学校長会の、今後益々のご発展をお祈りしながら、後
書きとさせていただきます。本当にありがとうございました。

� 平成３０年３月３１日　
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